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第一列王記　1:1-4
　年を重ねると新陳代謝が低下するので、布団にくるまっても寒いという状況はよくあることだ。赤ん坊に添い寝をしていると湯たんぽのようなもの、と言われるが、家来の意図は、そういう意味合いだったろう。まあ、そのために若い娘、という発想は、全くほめられたものではないが。ただ、若き頃から、女性遍歴の多かったダビデが、そういう気を起こさなかったという記録は、それだけダビデが衰えていたということを語ろうとしている。勇猛果敢にイスラエルを率いてきたダビデは、その生涯を終えようとしているのである。人には誰でも、そういう時が来ることを、その本人も、回りの者たちも、ちゃんと受け止めておくべきである。
 
第一列王記　1:5-8
　アドニヤはダビデの四男である。とても優秀な人だったようで、ダビデの評価も高く、それに長男、三男がすでに死んでいるから、ここは自分が後継者というふうに考えたのは、無理もないことではある。ダビデの右腕である将軍ヨアブ、それから祭司エブヤタルも支持している。ただし、祭司ツァドクや預言者ナタン、それから歴戦の勇者たちは支持しなかったとあるので、何か問題があったのか。いずれにしても、国内の支持は一枚岩にはならなかった。人々の思惑が交錯するのだが、ただ、忘れてはならないのは、イスラエルの王位とは神がお決めになることで、ダビデの嫡子だからというようなものでもないことは、重要な視点である。アドニヤはそれを忘れているようだ。
 
第一列王記　1:9-10
　王子として宴会を開くこと自体は、さほど異様なことではない。もっとも状況によってはそれは、支持を集めるという意味もあり、アドニヤとしてはその様子を見ながら、王位に就くことを宣言するタイミングを見計らっていたのだと推察できる。この宴会では無理なら、次の機会にということもあっただろう。王であるダビデからの推挙を得るのが通例のはずなのに、それをしなかったというあたりは、彼自身不安を抱えていたということか。ダビデに叱られたことのないアドニヤでも、父と息子の関係はあまり良かったわけではないようだ。ダビデの一家は混乱に満ちている。ソロモンを招かなかったということは、対抗相手として意識していたことの現れだ。他の王子たちは、自分が後継者になるとは考えられずに、依存して生きていくつもりだったと見受けられる。
 
第一列王記　1:11-14
　ナタンと言えば、バテ・シェバ事件で厳しく神の言葉を告げた預言者だ。その人が、当のバテ・シェバに味方しているというのは、あの出来事そのものは断罪されても、その後の彼ら、とりわけソロモンの存在については、神は積極的に支援なさっていたことの現れでもある。確かに、罪は罪であり、看過はできない。でも神は、罪人を再び立たせることのできる方であり、この意義は大きい。
 
第一列王記　1:15-21
　12節のナタンの言葉にも、バテ・シェバの言葉にも、もしアドニヤが王になればソロモンは殺される、という意味合いが刻まれている。王子がたくさんいれば、誰かが王になり、他の者は王にはならないというのは当たり前で、本来、それで殺し合いになる必要性はない。だが、ダビデの息子たちの間では、とりわけ、ライバルになりそうだとなれば排除するという方向で事が動いている様子は、実に悲しい。それはソロモンの場合も同じで、2:25でアドニヤは殺されているので（理由はあるが）、第二サムエル12:10の言葉は続いていると言わねばなるまい。
 
第一列王記　1:22-27
　ダビデへの訴えは、後継者決定がダビデの意志を無視してなされていること、を中心的な理由として掲げている。その際に、ソロモンが後継者だとダビデは決めていたはず、という話は、サムエル記には出てこない。歴代誌にはあるし（第一歴代22:9-）、神殿建設の準備という意味合いでは確かにこの引き継ぎを意図していたのだと推測されるのだが、公に宣言していたものではないようだ。むしろ、愛情を深く注いでいたソロモンがいるのに、明確に後継として定めていなかったので、ダビデの意図は確定していないと回りが考える余地も出てきた、ということか。ダビデは息子たちの処遇についてはあまり計画にしない傾向があるが、それはしばしば混乱のもとになっていたのは、これまでも語られてきていたことである。
 
第一列王記　1:28-31
　すでに年老いていたダビデだが、さすがに混乱の危機を察知して、事を明確にすることを決意している。この時点ではまだまだ、ダビデがはっきりと宣言すれば、それが国の意志になる。ダビデがなすべき、王としての最後の責務とも言える。むろん、民主主義の社会ではこういうやり方はないのだが、王国であり、かつ、神の意志によって王位が定まる社会においては必須のものだった。人は最後の時にも、自らが果たすべき責務というものはあるし、それを曖昧に放置することは許されない。30節のこの言い方からすると、やはり、ソロモンを後継者にという話は、バテ・シェバ個人に対しての誓いであり、公的なものではなかったようだ。
 
第一列王記　1:32-40
　事を定めれば、さすがにダビデ、行動は早く、対応も適格だ。アブシャロムの時も、追い込まれていても、ダビデの反撃は適格だった。どうすれば事態を覆して、ソロモンの後継を確立できるのか、ダビデはしっかりと見極めている。そして、民もまた、ダビデの意志を受け入れたので（そうなることも見極めていたと言えるだろう）、事は一気に進み、ソロモン王の即位は決定的となっている。ちなみに、この経緯においてダビデはソロモンで良いかどうかを神に尋ねてはいない。だがそれは、すでになされていて、そのように心積もりしていたということで、むしろ、ここまで御心を問うてはいなかったとすれば、そのほうが深刻な話であろう。
 
第一列王記　1:41-49
　ダビデがソロモンを王位につけたと知らされた時点で、アドニヤの計画は消え去っている。アドニヤに加担した人々は、ダビデの意志を知らなかったということか。誰とも決めていないのなら、自分たちの判断でアドニヤを選ぶ、というふうにしていたようで、それ以上の覚悟はなかったから、すぐさま立ち去っている。ダビデの意図を推測できていたはずの人々が、ヨアブなどだが、彼らが後で対処されることになる。気づいていなかったはずはないのに、という人々は、衰えたダビデを軽く見たということか。でも、イスラエルの王位は神が決める。ダビデがどうかではなく、神ご自身の意図をこそ求めるべきであるのだ。
 
第一列王記　1:49-53
　アドニヤの恐れは、彼自身がソロモンを排除しようとしていたからこそ、自分も同じようにされると考えたためだ。物事は自分に跳ね返ってくる。ソロモン自身がどう考えていたのかは明記されていないが、ここには、ソロモンが公正であることが語られている。彼の本質がどうであるとしても、そうあろうとしている姿勢は、大事なことだと思う。アドニヤが宴を張っていた場所はエルサレムの近くだから、祭壇というのはエルサレムにある聖所のことだろう。慌てて戻ってきて、ということだ。追われている者が聖所や神殿に身を寄せるというのは、よく見られる光景だ。
 
第一列王記　1:52-53
　アドニヤに対してソロモンが言ったことは、ごくごく単純に正義のこととして扱うことはできる。王位を手にしようと画策したことについては、不問である。もともと指名していなかったダビデの罪でもある。願うこと自体は、それだけでは良いも悪いもない。だが、そこで神に問うことは考えていないことは深刻で、そういう態度のままでいれば、結局は道を踏み外すことになる。その点でも、ソロモンの対応は妥当と言えるだろう。私たちは物事の真偽をしっかり見分けられるのか、また、それに的確に対応しているのかどうか。鍛錬が必要だと思わせられる。
 
第一列王記　2:1-4
　ダビデが言い残したことは、イスラエルの王として、いや、神の前に生きている人間として、大切な基本姿勢と言えるものだ。と同時に、ソロモンはバテ・シェバとの間に生まれた子である。であれば、なおいっそうダビデは、この子が神の慈しみのゆえに生きているということを意識していたはずだ。ソロモン自身はどこかで忘れてしまっているようであるが、自らの存在が神の哀れみのゆえであることを、私たちはきちんと自覚して、また、そこに大きな感謝と喜びが生ずることを、しっかり意識しておきたいものと、そう思う。
 
第一列王記　2:5-9
　ダビデがこのようなことを言い残したことをどう受け止めるかは、列王記のような歴史書では慎重であるべきだ。ダビデが言ったからというので、あるいは聖書に載っているからというので、その言動が肯定されていると考えるのが妥当とは限らない。後の推移の背景を示すために淡々と記録しているだけ、の場合もあるし、ダビデも間違いはあるのだから。ただ、この様子からすると、ダビデがヨアブやシムイのことについて、相当根深く恨んできたのだな、ということは分かる。いや、かつてはそれを受け止められたのが、今のダビデにはできなくなったと言うべきか。人は誰でもそういう時期を迎える可能性はある。だとすれば、余力のあるうちに、きちんと対処して、自分でもちゃんと納得して（ただの我慢でなく、飲み込むだけでなく）しっかり向き合えるような状態を整えておくべきだろうと思わせられる。
 
第一列王記　2:10-12
　40年という月日を王として勤め上げるのは、相当の苦労であったろうと思う。権力の座が心地良いと思う人もあるだろうが、それでもなお、その立場は骨の髄からもエネルギーを搾り取ってしまっていたはずだ。むろん、当時の王位は死ぬまでというのが基本、途中で交代ということは想定されていない。であるにしても、やはり、よくぞ頑張ったと、そう言いたいと思う。ダビデの場合、少年期までは王位などと関係なく暮らしていたのだから、その厳しさはなおいっそうであったことだろう。旧約聖書は、先祖たちと共に眠りにつく、という言い回しで死を語るが、主のもとにある安らぎを思わせる言葉遣いは、なかなかに心地良く思われる。
 
第一列王記　2:13-18
　アドニヤの意図は必ずしも明確ではないが、アビシャグ自身にはさほどの権威性もないから、この結婚によって自分の地位を向上させようという意図は感じられない。彼としては、単純に見初めたということだったのかもしれない。それでバテ・シェバも引き受けたのだとも言える。もっとも、バテ・シェバという人は必ずしも聡明とは言いがたく、アビガイルとは違う。彼女が王の母になり得たことも、それもまた神のあわれみの結果であることを、聖書は強く意識しつつ語っているように思う。彼女自身は、どうもそのあたりを通り過ぎてしまっているようにも見受けられるのだが。もし、強く意識していたら、我が子を王に、などとはとうてい言い出せなかったようにも思う。むろん、ソロモンを王にというのは、神ご自身の計画でもあったので、結果としてはそれで良かったのではあるが、バテ・シェバの様子は、単に息子かわいさばかり、のようにも見える。
 
第一列王記　2:19-25
　ソロモンは、アドニヤの願いを不穏なものとして受け止めたようである。確かに、父のそばめになりかけた人をと願うのは道徳性には問題がある。それだけでなく、この行為には父を凌駕する意図だと受け取られても仕方がないところはある（第二サムエル16:21）。単に好きになっただけで、ダビデが相手にしなかったので問題なしと考えていたのだとすれば、それは甘いだろう。アドニヤはダビデの意図を求めもせずに王位を継承しようとした前歴があり、同じ意味合いを見て取られたのだと言える。ソロモンの行為を全面的に肯定するのは、現代の私たちには難しい。殺さなくても、と言いたくもなる。ダビデの家が血にまみれていることを、改めて痛感させられるものでもある。と同時に、ソロモンが国の安定のために必死で取り組んでいる、という意味合いも見ることはできる。
 
第一列王記　2:26-27
　エブヤタルは、祭司の一族がサウルによって殺された事件以来、ダビデと共に歩んできた人である。まさに苦しいときも共に歩んだ人である。ただ、最後の最後でダビデを捨ててアドニヤに加担したように、自らの権力ということを意識するようになっていたのだろう。ソロモンの時代にはもはや居場所を持つべきではない人だったのだ。27節は第一サムエル2,3章で語られた、エリの家系に対する神の宣告を指すものだ。これが理由で退けられたわけではなく、もしエブヤタルがまっとうに歩み続けていたら事態は変わっていただろうが、結果として見ると、あの言葉通りになってしまったという残念な思いが込められている、そういう言及と考えて良い。
 
第一列王記　2:28-35
　ヨアブもまた、ダビデと共に生きてきた人である。ダビデの甥に当たり、ただし、同年代である。その近さから、ダビデに対しても率直に語る貴重な存在であったが、時に、自分の権力などを意識して、あるいはダビデのためにという理由から、ダビデの意図を無視して行動することもあった。適切に引退すれば、こういう終わりにはならなかっただろうが、残念ながら彼は自分の限界を悟らず、自分の過ちを認めることもなかった。ダビデがウリヤを殺したときに何も言わなかったのも彼である。もし、ヨアブではなくヨナタンがダビデの片腕になっていたら、ダビデの生涯はもっと輝いていたことだろうが。
 
第一列王記　2:36-38
　シムイのことについて、ダビデは彼を赦すと宣言したから、アブシャロム事件のことで彼を断罪することはできない。ただ、最も苦しいときに攻撃する側に回った姿は、シムイの本質を示すものでもあり、看過できないものもあった。それでソロモンは知恵を働かせて、決着はシムイ自身に委ねる仕組みを取ったわけだ。このあたり、彼はもともとからしても、大いに知恵のある人だったようだ。シムイが本当に悔い改めていれば、問題なく生きることができる。だが、その態度が表面的なものに過ぎなければ、事態は厳しいものとなるのだ。この仕組みは、律法に定められていた逃れの町とも類似しているので、それを参考にしたのかもしれない。
 
第一列王記　2:3-46
　シムイが出掛けていったのには、それ相応の理由はあった。だが、彼は自分の置かれている立場を忘れているか、あるいは、ソロモン王の禁令など些細なことと考えたということだろう。彼は奴隷を取り戻すために自分の命を捨てたのである。愚かなことだが、似たようなことは世界中にあるはずだ。人は神から与えられているいのちを大切にすることよりも、目の前の自分の利益を重視して、それが絶対だと言い張る。その結果がどれほど悲惨なものであるか、その実例は山のようにある。
 
第一列王記　3:1
　エジプトとの関係を大事に考えたのは、あの時代の国際情勢からすると妥当なものではある。力を蓄えつつあったイスラエルの王は、エジプト側としても味方にしておきたい相手だったはずである。あの地域の国々は、エジプトとの関係を無視してはやっていくことができない。ただ、そういう知恵が、ちゃんと機能していくのか、それとも落とし穴になるのかは、軸がどこにあるのかによって大きく変わる。この時点では、神との関係を軸にしていたようであるが、後には女性たち、あるいはその背後にある国々を重視するようになったために、ソロモンの王国は崩壊していくことになる。どれほど妥当に見えることでも、その土台がどこにあるかは重要なのだ。
 
第一列王記　3:2-4
　高き所というのは、その地域の中で、礼拝を行うのにふさわしいと見られる場所である。立地とか景色、あるいは何らかの、神に近いイメージを持ちやすいような場所でもある。諸宗教でも、そういう場所が礼拝に用いられており、その感覚は主なる神への礼拝においても似たようなものだった。ただ、その共通性の故に、後には混合が懸念されたり、他の神々が混在する課題も出てきて、だから、神殿以外ではだめ、という禁止も出されたりしている。そういうことがあるので、ここでは、まだ問題にはなかっていなかったのだという説明としても言及されている。ソロモン即位の段階では、エルサレムに会見の幕屋はあったけれど、他の場所での礼拝も頻繁だったのだ。
 
第一列王記　3:5-9
　ソロモンの答えは、まずは素直に受け取った方が良いだろう。ダビデの偉業を受け継いだ自分だが、それにはあまりにも非力に過ぎると自覚して、だからこそ、民を正しく統率するための力が欲しいと願っている。それも、人々を支配できる力ではなく、善悪を聞き分ける心が欲しいと願っているのは注目に値する。彼は、民のために尽くす王であること、それも自分の考えを押しつけることではなく、民の思いを受け止めて社会を成り立たせる者であることを望んだということである。こういう姿勢は、王たちには滅多に見られないもので、神が喜ばれたのはよくわかる。彼の息子、レハブアムとの違い（12:14）は明らかである。
 
第一列王記　3:5-9
　昨日の読み方で良いのだが、後のソロモンを知っている私たちとしては、この言葉に気がかりな点を考えておきたいとも思う。一つは、民の心を知りたいと願い、彼の治世の繁栄は民にも歓迎されたけれど、12:4からすると、その負担は民にとって重すぎるものになっていたようで、彼はそのことに気づかずにいたようだ。良き志で始めても、最後までその通りであり続けるかどうかは定かではない。もう一点、6節にあるダビデを語る言葉、「神の前に真実と正義と真心をもって歩んだ」ということこそがダビデの幸いだったと言っているのに、ソロモン自身は、自分もそうありたいとは願っていないのは気がかりだ。結局彼はそこでしくじった。王としての能力よりも神の前にどうありえるかが重要であるのだが、彼はそのことは願っていないのは、たまたまなのか、彼の心の底にすでにあった課題なのか。考えさせられる。
 
第一列王記　3:10-15
　神はソロモンの願いを評価されている。彼が求めたことが、王として良き姿勢であったからだ。それゆえに、彼が求めていないもの（13節　王が求めそうなもの）も与えると約束している。その上で、14節では、彼が言及しなかった信仰的な事柄を条件として、人間一般の幸いとされていた長寿を与えると語られている。ここだけ条件付けになっているところが、ソロモンの祈りの欠けを意識しているようにも見える。ソロモンの治世は40年でダビデと同じだが、即位はずっと早いので（10代終わりか）、ダビデほどには長生きしていない。14節は実現しなかったとも言える。
 
第一列王記　3:16-28
　ソロモンの知恵が賞賛される出来事だが、25節の手法を思いついたのが知恵ということではない。時には、我が子を奪われるくらいなら死んだ方がまし、と考える親もある。その時々、相手によって、こういう手法というものは意味を変えていくものだ。だから、ソロモンの知恵は9節に語られていたとおりに、人々の心を見定めることのできる知恵、判断力である。聡明なだけではなく、その人をしっかりと見ることのできる心こそが、神が約束されたソロモンの知恵である。この点では、4:29-の様子は、本来、ソロモンが求め、王として必要であったものとは、少し様子が違ってきているように見受けられる。
 
第一列王記　4:1-6
　ソロモンを支えた高官たちには、ダビデ時代からの人々も含まれている。また、祭司や預言者など、信仰的な意味合いを継承する人々も多い。このあたりは、ソロモンが自らの治世を、神の元に始めていこうとした様子が見えるのだと言えよう。この後、彼は神殿を建てて、イスラエルの信仰にとって良き基盤を整えていくことにもなるが、こういった高官たちは良き支えになったはずである。誰を友とし、誰をそばに置くのかは、大事なことである。後にレハブアムが自分の周りに置いた者たちの愚かさを考えると、なおさらソロモンの時代が良いスタートを切ったことの意義を思わせられる。
 
第一列王記　4:7-19
　一般的に聖書を読み進める上では、ソロモンの統治について詳しく理解する必要性はないと思うが、気になることはある。まず、王の一族に食料を納めるための守護が置かれていたということ。むろん、徳川幕府でも将軍家のために貢ぎ物はあったし、それが各地の経済的交流に資するものもあったと聞くから、そういう仕組みそのものを否定する必要はない。ただ、王家のためのと明記されているあたりが気になる。それが王の特権であることは第一サムエル8章にもある。でも、それを堂々と、当たり前のように制度化しているあたりに、ソロモンの感覚に不安を覚えるのだ。イスラエルの王は民のために存在する。王のために民が存在するのではない。ソロモン王の繁栄は国全体の豊かさにもつながっているけれど、それでも、疑問を拭いきれない。
 
第一列王記　4:11,15
　12人の守護のうち、二人だけではあるが、ソロモンの娘婿が任じられているとの指摘が書いてある。娘婿だからだめというわけではなく、それ相応の資質を持っていたからこそ、というのが実態だったのかもしれない。それでも、この書き方には、暗に批判的なものが込められているように思わせられる。こんなふうに紹介されることに本人はどう思ったのだろう。嫌がったのか、それとも、ありがたく思ったのか。人は、何故にその場所に立っているのか、その理由というものは大きい。
 
第一列王記　4:20-21
　ソロモンの時代、民はとても豊かな暮らしをしたようである。ソロモンのやり方に疑問はあるのだが、つまり、彼が求めていたのは結局、地上的豊かさばかりではなかったのか、ということだが、でもそれは、ソロモンだけでなく、その治世下で大いに楽しんでいた民自身の認識も問われるべきものだ。そう、ソロモンのあり方について、誰も声を上げようとはしていない。むろん、このあたりはまだ、立派な王としての姿のほうが強い。それでも、気になる萌芽のようなものがちょこちょこと指摘されているのを見ると、ちょっと待て、と言う者は誰もなかったことについて、聖書は厳しい目を向けているのだと、そう思われる。
 
第一列王記　4:22-28
　むろん、ソロモン一人でこれだけすべてを食べたわけではない。小麦粉6900リットルだから。おそらく、王宮での消費量のことだろう。食料の豊かさは、ここにも書いてあるように、平和と安心の象徴でもある。ソロモンのやり方には強引さもあったかもしれない。それでも、彼はイスラエルに、そして周辺の国々にも安定をもたらした。それが人々に安心を与えたのは確かなことだ。統治者たるもの、人々の暮らしに安心を与え、穏やかに、心配なく暮らしていけるようにする責務がある。歴史上、しばしばそのことを忘れている支配者は多い。自分の利得だけしか見ていない人、あるいは、自己の損得は考えていないとしても、人々に穏やかな暮らしを与えることはとんと忘れてしまっているもの。それではその立場にふさわしいとは言えない。
 
第一列王記　4:29-34
　ここにある広い心とは、おおらかさとか寛容という意味ではなくて、多くの知識を受け止めていく力量のことだろう。本来、彼が願ったのは、民をふさわしく統治するための知恵だったが、ここではそれに留まらない豊かな知恵が語られている。王がそういう資質を持って周囲の国々と接していれば、きっと尊敬を集め、対立的ではなくなりやすいのだから、これは良き姿である。ただし、後々のことを知る私たちとしては、彼のそういう知恵が、ちゃんと良い方向で用いられていき続けたのかどうかは、それはまた別問題であることを思わせられる。良き賜物と、それがどのように生かされていくのかは、また別の話であるのだ。
 
第一列王記　5:1-6
　ソロモンは神殿建設に取りかかろうとしているが、この事業は自分一人でできるものではなく、周囲の協力があってこそのもの。だから、隣国ツロの王に助けを求めたのは、望ましいあり方だったと思う。考え方によっては、こういう事業は神の民だけで取り組むべきもので、イスラエル人ではないヒラムを引き込むのは不適切、という説もありえるとは思う。だが、聖書全体における神ご自身の姿勢は、全ての民、である。むろん、反発する人に強制してでは意味がない。でも、ヒラムが主なる神に従う民ではなかったにしても、彼はこの事業に好意的で、積極的に応援しているのだ。こういう人々を歓迎するのは、全地の主、全ての民の主である方の神殿を建てることにおいては、むしろふさわしいと言える。
 
第一列王記　5:7-12
　12節を見ると、ソロモンがヒラムに支払ったものは、ヒラムを満足させたようだ。小麦2万コルというのは、ソロモンの宮殿で消費される量の倍くらいである。友好を培い、互いに満足するためには、物惜しみせずに提供することも意義がある。それは物質や金銭だけでなく、時間や心なども含めての話だ。このことについて12節は、神が与えてくださった知恵ゆえのソロモンの判断だったとしている。4章終わりにあるような文化的知恵もすばらしいが、王としては、周囲と平穏が保たれるようにすることはさらに重要であり、彼は神に支えられて事を成し遂げていったのである。
 
第一列王記　5:13-18
　膨大な人数が徴用されている。一般的には、大きな土木建築に携わると国の屋台骨をゆるがして滅亡を早めるということがあるが、ソロモンの場合は十分な資金力があった。彼以降は、これはふかのうだっただろうが。民の不満が出る可能性にも配慮している様子もある。それが十分だったかどうかは分からないが。ただ、神殿建設のような業においては、人の感覚として妥当な苦労を画策することよりも、事の意義を皆が自覚し、命じられてではなく自発的に取り組んでいくようなあり方が、最も望ましいと言える。出エジプト36:1-7のような様子である。
 
第一列王記　6:1-10
　現代なら、この寸法の建物はいくらでもある。だが、当時の社会では驚異的な大きさとして意識されたはずだ。それも、これは神殿であり、誰かが居住するわけではなく、祭司が聖所で奉仕する以外は閑散とした場所（周囲の庭部分は人々でごった返していただろうが）。そのためにこれだけの大きな空間が用意されたこと自体が、ソロモンらの神への思いが表されていると言える。この建物はモーセ時代の幕屋よりはるかに大きい。壮大さというだけでなく、民の増加も背景にあっただろう。それは、もともとはただの幕だった庭の仕切りを建物にして、たくさんの部屋を造ったことにも現れている。このあたりは、指示に反している、ということではなくて、必要に応じた改変と考えて良い。
 
第一列王記　6:1
　ここにある480年という数字は、厳密なものとして受け止めなくても良いだろう。聖書に出てくる数字は、しばしば象徴的な意味があり、また、概数として扱われているものもある。大ざっぱに言えば、エジプト脱出の早期説に類する年数であるので、3000年も後の者たちとしては、だいたいそのくらいと考えておけば十分だ。それより、エジプト脱出から500年近い年月が過ぎているとの指摘のほうが意義深い。それだけかけて、ようやくイスラエルはこの地に根をしっかりと張れるようになったのだという、そういう趣旨をこの記述からは思わせられる。ただ、それがすぐに瓦解していくことも、読み手たちは知っているのだが。人の迷走は尽きることがない。
 
第一列王記　6:11-13
　神の言葉は重要だ。神はこの建設計画を認めておられる。だがそれは、立派な神殿を建てようとしているから、ではない。建物ではなく、ソロモンたちの歩みこそが注目されている。その日々が神の前に確かな者であればこその祝福であり、立派な建物を捧げてくれたから支援しよう、ではない。このあたりは、諸国、諸民族における祭儀の類では、神のために立派な建物を寄進し、そして祝福してもらう、というのが基本の構図で、それとは全く違うありようが、明確に示されていることを、後々の者たちも覚えておきたいものだ。
 
第一列王記　6:14-36
　造作の細かい情報は、建てられたもののすばらしさを思い浮かべるには役に立つが、細かく記憶しなくてもいい。ただ、材木がふんだんに使われ、また金が惜しげもなく施されているのは印象的だ。ケルビムの図柄を多用しているのは、会見の天幕とも関連する。神ご自身を形にするわけにはいかないので、御そば近くにいるとされるケルビムを指し示すことで、神ご自身の栄光を垣間見るのだ。
 
第一列王記　6:37-38
　神殿は7年の歳月をかけて造られている。国力を注ぎ込んでのものと言える。この後、自分の王宮を建てる際には13年かけているし、規模ももっと大きいが、すでに書いたように、本来的に空虚な場所である神殿と、人々が出入りして政務に費やされる王宮とは、意味合いも大きく異なるのだ。7章後半には、神殿の様々な用具についても語られて、ソロモンが熱心に取り組んでいることがよく分かる。むろん、このことだけに専念していたのではなく、国を繁栄させていくための政治も行いつつ、であるが。
 
第一列王記　7:1-8
　ソロモンの王宮は、神殿よりも長い期間をかけて建てられている。もっとも規模の大きさからすれば、時間がかかるのは当然でもあるが。それに、神を礼拝するための場所という単純な構造の神殿と違い、政務のために用い、一族が住むための場所として使われる王宮は構造も複雑で、出入りする人の数だけで言っても規模が大きくなるのは必然でもある。それでも高さは同じというあたりに、ソロモンが神殿に対して抱いた敬虔な思いを見ることができるだろう。神殿を見下ろすような構造は避けようとした、ということか。杉材の多用は、日本では当たり前だが、石造りを基調とする地域では例を見ない贅沢なもの、と受け止めて良い。
 
列王記　7:9-12
　王宮の豪華さが語られている。記録した人々は、これを読む者たちがその様子を思い浮かべて、神がソロモンに与えた祝福がどれほど素晴らしいものであったのかを思い起こすことができるようにと、意図したのだろう。石造りの工法についてはあまり詳しくないが、日本の戦国や江戸時代の城壁（2500年後になる）に匹敵するようにも見受けられ、驚異的である。一方、メソポタミアの遺跡を思い浮かべると、当時最先端の文明とも対等に渡り合おうという様子が見える。それは決してソロモンの勝手な思い込みではなく、真の国力であったことが、神の祝福がどれほど豊かであったのかを指し示している。
 
第一列王記　7:13-14
　ヒラムといえば、ツロの王様の名前だが、むろん、それとは別人だ。本名か、それとも、ツロから呼ばれたのでヒラムと呼んだのか。王家に属する人、というわけではなさそうである。イスラエル人とのハーフであり、当時、そういう交流が一般的だったことを思わせられる。彼には豊かな才能があり、それが十分に用いられていったことが、王宮建設をさらに素晴らしいものへと導いているのがわかる。ソロモン一人ではどうにもならないわけで、賜物を託されている人々が集い、共に取り組んでこそ。これは出エジプト35:30-にも見られる光景である。
 
第一列王記　7:15-50
　細かい作業内容は、この王宮、ひいてはソロモンの勢力、神ご自身の力を知るという意味合いでは大事なことだが、ざっと読み進んでも良いだろう。もし、今それらの偉容を見ることができたらとも思うが、しかし、作られたものはやがては崩れ去る。神殿ですら、である。だから、あの時、その時点での豊かさを思えばそれで良い。実際、ソロモンの強い権力は、彼が死んだ時、あっけなく崩れていく。ソロモンの成し遂げたことは永遠ではなく、その時だけのものということは、大事な視点である。人は皆、今の時を、神の前にしっかり生きて、与えられた恵みを歩んでいく以上のことはできないのだ。
 
第一列王記　7:51
　ソロモンは、これが父ダビデから託された事業であることを意識していたようである。自分一人の業績ではなく、受け継いだもの。それは財力だけでなく、神への志という点でも大事なことで、良き姿勢がこの時点では保たれていたことがわかる。ダビデは、自分で神殿を建てることを神から禁じられたが、それだけになおさら、ソロモンのためにと十分なものを用意しておいたようだ。このあたりを見ると、後継者はソロモンであると、ダビデ自身は前々から強く意識していたこともわかる。
 
第一列王記　8:1-5
　エルサレムは、ダビデの支配していた時代から拡張されて行っているようだ。ソロモンが王宮や神殿を築いたのは、ダビデの町と呼ばれていた元の街並みの外側であったのは、当然でもある。まさか、民の住居を押しつぶして造るわけにはいかない。とは言え、その距離は500mくらいなので、郊外にあったはずの神殿が街並みの中に取り込まれていったのは、都市建設においてはよくあることだ。ともかく、この時点では拡張されたばかりの新しい街に整備された道を、人々は会見の幕屋の中心である契約の箱を、新たな安置場所である神殿へと運んでいった。それはソロモンだけでなく、民全体にとって誇らしい、壮観なものであったに違いない。
 
第一列王記　8:6-9
　契約の箱はモーセの時代に造られたもので、長い辺が1.1m程度のものだから、飢えにかざされているケルビムの像（4.4m）は圧倒的な大きさになる。本来のケルビムは寸法の指定はないが、常識的には箱の飢えにちょうど良く載る程度だったろう。担ぎ棒の長さも指定はないので、そういう部分を拡張して、ソロモンは壮大なものを造っていったことになる。民が捧げた動物の数も膨大だと書いてあり、確かにこの時期のイスラエルは国力も甚大で、民も潤っていたけれど、それにしてもやりすぎではないのかと、少々心配になるほどのものだ。列王記の記者が、この様子を単純に喜び楽しんでいたのか、それとも疑問も含めて書いていたのかは、何とも言えないのだが。
 
第一列王記　8:9
　神の箱は敵に奪われたこともあり、厳しい変遷をたどってきたけれど、十戒の板はちゃんと残っていた。ほかにも、マナの壺とアロンの杖が入っていたのだが、それらは途中で失われてしまったようだ。それでも、神との関係を問いかけるものが残っていたことは、民のこれからにとっては大事なことだ。あいにく、ソロモンも、その後の民も王も、十戒からの乖離がはなはだしくなっていく。十戒は、ただ持っているというだけではなく、その中身をしっかり見定めていくことこそが必要なのだ。
 
第一列王記　8:10-11
　神殿が神殿であるためには、壮麗な建物があることよりも、「主の栄光」がそこに満ちることが欠かせない。これは荒野の幕屋の時代から、聖書が繰り返し語り示している様子でもある。この時代には「雲」という目に見える様子でそのことが人々に示されているが、聖書全体で言えば、そこに主に祈り求める人々がいればこそ、ということが、主の臨在につながることも語られている（マタイ18:20）。ただしそれは、清らかな善男善女の、というようなものではないことが、この後、ソロモンによって告げられていくことは重要である。
 
第一列王記　8:12-13
　主は暗闇に住む、とは、申命記4:11からすると、シナイ山での光景を意識したもののようだ。暗雲に包まれた山上で、神はモーセと対面された。一方、詩篇18:2ではソロモンの父ダビデがサウルの追っ手から救われたときの歌で、このことにふれている。とすれば、神の守りと助けを思い浮かべる言葉ということになる。確かに、神殿建設によって人々は、神の守りと助け、共にいてくださる方のことを思い出しやすくなった。この13節にも通ずる。それと共に、契約の箱が置かれた至聖所は窓もなく、常日頃は暗黒の場所であって、人の雑多な日常との違いが意識されている。そのイメージからの言葉でもあろう。ソロモンを初め、民の深い喜びを感じさせられる。
 
第一列王記　8:14-21
　この発言は、ソロモンの王権が正統であることを指し示すものにも聞こえるかもしれない。そういう意図が含まれている可能性を否定する必要もないだろう。ただ、これまでの神の導きを見るならば、告げられていることは事実であるし、そういう経緯に基づいてこそ、自分は神殿を建てようとしたのだというソロモンの表明は、それもまた大事なことではある。つまり、決してこの事業は、自分から発したものではなく、自分がやりたかったのでやったものでもなく、神ご自身の導きと指示に基づくもの、ということを明確にするのは、とりわけこれだけ大きなことを成し遂げた際には、大事なことだろうと思う。人のなすことには、当然に本人の意志や意欲がある。だがそれ以上に神の御心ゆえに、ということを大切にしていきたいものだ。
 
第一列王記　8:22-26
　ここから、ソロモンによる長い祈りが書き記されている。この内容はとても大事なもので、神殿について、神の前に立つことについて、大いに考えさせられるものだ。まずは、神殿建設の出発点が、人々の思いや意欲、信仰ではなく、神ご自身の御業、約束、祝福にあることが語られている。神がダビデを守り導いてくださったからこその神殿、であるのだ。これは主なる神への信仰においてはとても大切なことで、人から始まるのではなく、ということは繰り返し問われるべきことである。さもないと、神によって助けていただくのか、それとも人の頑張りに対して神がご褒美をくれたという構図なのか、その違いがわからなくなってしまい、信仰が混乱してしまう。
 
第一列王記　8:27-30
　神殿を建てた理由が語られている。神の家であるが、でも、実際には神がこんなものに収まるはずはなく、むしろ、神がその目と耳を、心を、ここに傾けていただくための、その目印的な意味合いに過ぎないことを、ソロモンは認めている。そう、人のなしえることはその程度である。そして、この建物はむしろ、人のためである。人が神に祈り、人が神に願い、そして、30節のように赦しを求める、そのための場所という位置づけは、とても大事なことである。神を神殿という特定の場所に引っ張ってくるのではなくて、人が神を見上げるための手がかりとして、人にとって必要な場所として、という認識は、神を自由に扱うような間違いに陥らないためにも大切な認識である。
 
第一列王記　8:31-32
　まずは、罪を明らかにしてください、と求めている。のろいの誓い、ということは、悪事を働いたと名指しされた人は否定している、ということだろう。私はやっていない、と抗弁するのは人としてよくあることだが、それが真実かどうかを、人は神ご自身の前で問われねばならないのだ。ただ、神を恐れない人であれば、嘘偽りの誓いを立てることもある。確かに、人の目にはどっちが真実が見えないこともある。だからこそ、神ご自身が対処してくださるようにと祈る。この委ねる姿勢はとても重要だ。人が決着をつけきれるわけではないとの覚悟は欠かせないのだから。そして、罪が明らかになってこそ、以降の祈りは意味を持つようになる。
 
第一列王記　8:33-34
　イスラエルの民にとって、戦いでの勝敗は神との関係が大きく影響すると聖書は言い、人々にもそのように教え示されていた。そう、ここにいる民は神に対して罪を犯し、その結果、敗北したのだ。こういう場合、失望落胆し、世界は終わったと諦める傾向はとても大きい。だがソロモンは、そこに神への祈りが、赦しと救いを求める祈りがありうるのだと語る。悪人だからこそ神の助けを必要とし、その祝福を求めて願う。一見、話が逆のようだが、ここにこそ神の恵みがあり、救いがある。神は罪人を救われる方なのだから。
 
第一列王記　8:35-40
　災害がそのまま神の罰とは限らない。だが、神に背き、神を捨てるならば、神によって守り支えられることは期待できるはずもなく、結果、苦難に直面することにもなる。もし、神の前に後ろめたいことがないなら（完全ではあり得ないが）、切に助けを祈り願える。だが、自らの罪を思い知らされるなら、事態の責任は自分にあることを痛感させられるだろう。でも、そんな時でもなお、私たちは神に祈り願い、赦しと救いを求めることができるのだと、ソロモンは語り、祈っている。罪深き者たちへの神の意図は、処罰して終わらせることではなく、回復させることにあるのだから。
 
第一列王記　8:41-44
　神殿はイスラエル人限定、という印象が強いが、ソロモンは外国人の祈りについても、それを聞き届けてくださるようにと願っている。もともと、一つの民族だけの相手しかしないようなちっぽけな神であるはずもなく、全世界の主である方なのだから、当然に、全ての民の祈りの家である。そのことを忘れてしまい、自分たちのことしか考えないようになってしまうのが、人の愚かな常であるのだが。
 
第一列王記　8:44-45
　ソロモンの祈りは、あらかじめ考えられていたものというより、その場で思いつく限りに、だったのかもしれない。挙げられていることの順番は、必ずしも論理的ではない。この部分は、罪ある者に対する赦しを求めるものではなく、戦いに出る人々の守りを願うもので、比較的一般的な感覚でも見られる部類のものと言えそうだ。なおここにも、民は神殿を思い、神ご自身は天でそれを聞いておられるのだという構図が示されていて、神殿のみが神の居場所ではないことは明示されている。
 
第一列王記　8:46-50
　この部分は、後の時代に読む者たちには、ユダがどうなってしまったのかを思い出させるものだ。ソロモンは一般論として語ったのみで、預言ではないだろうが、でも、そういう事態もあり得ると覚悟しているのは、神の前に真剣な姿を示すものと言える。それは決定的に断罪されている状態だが、でも、それでもなお、彼らには回復が用意されている。これは大きな慰めであり、希望である。その扉を開いてくださるのは神ご自身だが、同時に、人自身も、そこをくぐって、入っていくことが欠かせない。せっかくの門を前にして、立ち去ってしまうことがないように。神殿はそのことを人々に呼びかけるものでもある。
 
第一列王記　8:51-53
　ほかの民から区別されたもの、と告げられている。イスラエルが優秀だったからではない。それは神の一方的なあわれみだ。民自身に、何か誇れるものがあるわけではない。でも、神は確かに彼らに呼びかけて、ご自分で引っ張り出してくださった。だとしたら、その後のことについても神は関わり続けてくださり、民が罪に堕ちたときにすら顧みてくださり、赦しを求めて祈る民に必ず答えてくださる。そういう意味で、自分は神のお気に入り、であり、神は決して見捨てないと確信できることが、こうやって祈る土台にある。
 
第一列王記　8:54-61
　人が神に祈ることができるのは、神が約束を違えず、必ず果たしてくださる方だからだ。もし、神が信頼できない相手だったら、人はもはやどこにも寄り頼める相手を見いだせなくなり、祈ることができなくなってしまうだろう。そういう神のもとで生きていくことができるからこそ、その神の御心に聞き従うことを決意する。逆らったら罰が下るからではなく、最も信頼する方に聞き従うことで、確かな幸いへと歩み進むことを確信するからこそ、だ。祈りは、自分の進む道を確かめるためにも大事な礎となって行く。
 
第一列王記　8:62-66
　こういった祭礼が、神への熱心からなされているものとして記録されているのは明らかだ。ソロモンの意図も純粋なものだったろうと思う。世界各地にも、様々な祭礼に多額の費用が注ぎ込まれるのはよくあることでもある。それを承知の上で、私個人としては何か違和感を抱いてしまう。ミカ書6:6-8も思い出される。神への熱心は、もっと別の形で表せるものではないのか、と考えてしまう。
 
第一列王記　9:1-9
　ソロモンの祈りを、神はしっかり受け止めて下さっている。罪の赦しと救いは、確かに約束された。人々は明るい道筋を手に入れたのだ。ただ、それはソロモンあるいはイスラエルの繁栄とは必ずしも一致はしない。赦しを求めて祈るなら神は答えてくださる。だが、繁栄があるのは、人々が神に従って生きる時にこそであり、もしそれを投げ捨てるなら、繁栄も投げ捨てられてしまう。7-9節は鋭い警告だ。これは申命記29:24-28にも出てくる。そう、神を捨てるなど愚行であるのだ。善悪を棚上げして、自分の利益を追い求めるつもりでいても、神に寄り頼むのが最善の選択。それなのに、である。
 
第一列王記　9:10-14
　ヒラムは、ダビデとの親交から息子のソロモンに助力してきた。当時、ツロの杉材は貴重なもので、ソロモンの建設事業に欠かせない資材だった。だが、この記事の様子からすると、ソロモンは与えられた厚意を、自分の勢力に対するものと受け止めてしまったようだ。ソロモンは生まれた時から王子であり、ダビデが苦労してきた時代を知らないのも影響していたのかもしれない。ヒラムは不満を漏らしており、対等の関係という認識だったことがわかる。だが、ソロモンは気にしなかった様子で、後々のことを考えると、成功が彼の心を侵食していることを思わずにはいられない。神殿を建てたばかりなのに、この事態は悲しい。でもそれは人の抱える現実なのだ。
 
第一列王記　9:15-28
　ソロモンが多くの事業をなしたことが記録されている。国は豊かに繁栄し、資金不足など気にすることもなく、何でも建てられたということだ。25節のささげ物も神への熱心さというより、豊かさを示すものにも感じられる。オフィルはアフリカまたはインドに位置すると考えられており、貿易も成功していたことがわかる。確かにソロモンは繁栄した。だが、聖書の記述は淡々としたもので、高揚感に沸き立つ様子ではない。そこにあるのは形あるものばかり、つまりいずれは朽ちていくもの。在留異国人を使役したという記載は、律法においてその人々の尊重が語られていたこととの大きなずれを感ずる。12:4.のような声が出てきた、その予兆はすでに始まっていたのだ。
 
第一列王記　10:1-13
　シェバの女王との関係を恋仲のように見るのは、ハリウッド映画の影響かもしれない。聖書にはそういう要素は見出されず、彼女の思いがごく素直に、ソロモンの偉業へのものであることが書き記されているだけだ。ソロモン自身の心境はわからないけれど。ただ、彼女はそこに神ご自身の祝福ということを強く意識した様子が書き記されているのは印象深い（9節）。ソロモンの側からその点での語りが何も記録されていないこととの違いも、なかなかに考えさせられる。繁栄を望むのも、喜ぶのも良い。ただ、それがどこから来ているのかを強く自覚していなければ、物事は根底から崩れ去ることになる。ソロモンの場合、神を尊重する基本姿勢がありつつ、それなのに自分の力に酔いしれているあたりが、最も危険なところである。
 
第一列王記　10:14-29
　666タラントの金をそのまま換算すると22644kgになるので、今の相場なら1000億円を越すことになる。膨大だが、日本の2016年貿易黒字が4.7兆円のようなので、あり得ないことはないか。もっとも、ソロモンはその富をきらびやかに飾るために使っている。金製の盾など、材質的に柔らかすぎて実践には意味がない。軍隊も、ソロモン当時は安定しており、増強の必要性があったのかどうか。銀や杉材が使い捨てにされているのも、富の用い方としては疑問がある。ソロモンは確かに繁栄した。だが彼はその豊かさを、後々まで国を支えることのできる基盤作りに用いた様子はない。結果、次の代にはあっけなく弱小化するのだ。イスラエルの衰退は、分裂したことだけが理由ではないように思う。
 
第一列王記　11:1-8
　あのソロモンが、と言いたくなるほどに、彼は堕ちてしまった。人は様々な問題を抱えており、完全な人などどこにもいない。それでも、あれだけ神を崇拝し、神からの祝福も得ていた人が、これほど決定的に神を捨ててしまうのは、なんたることか。弁解の余地もない、とはこのことだろうし、その姿を見ながらこれまでの歩みを見るときに、彼がダビデとは違っていたことを痛感させられる。イスラエルの繁栄も、これであっけなく崩れ去ってしまう。イスラエルに王を立てることについてサムエルは激しく抵抗していたが、ソロモンや、その後の王たちの姿を見るときに、その危惧、つまり悪影響の課題がどれほど深刻であったかを思わせられる。
 
第一列王記　11:9-13
　これまでイスラエルは、多くの課題を抱えつつも、一つの民として歩んできた。だがここで決定的な分裂に至ることになってしまった。ソロモンは国を繁栄させたけれど、その功績を帳消しにして、さらには国を滅ぼすほどの事態を招いた人、ということになる。いや、神の宣告の趣旨は、イスラエル全体はダビデ王家からは切り離す、ということだ。かろうじて残された一部族なのであって、決して対等ではない。私たちは後のユダヤを知るから、また神殿のゆえに南王国を中心として考えやすいが、イスラエル民族の中心は北にあり、それはやがて滅んでいることを考えねばなるまい。
 
第一列王記　11:14-22
　ソロモンの行動に対する神の対処は、まず、近隣諸国の反乱をもたらすものだった。ダビデ、ソロモンによって安定していた地域は、あっという間に混乱に陥っている。エドムはイスラエルの南に位置する国で、ここはずっと後までイスラエルを脅し続けることになる。国の平安は去った。でもそれは当たり前のことで、守り支えてくださる神を捨てたら、そこには争乱の世しかありえない。ソロモンは自分が手にした繁栄の理由を忘れてしまっていた。これはまさに惨劇である。
 
第一列王記　11:23-25
　ソロモンに対抗したもう一人は、アラム人のレゾン。ハダドが南側なら、レゾンはイスラエルの北側で抵抗勢力となった。真の権力とは、こういった抵抗勢力が出てこないこと、それも力で抑えつけてではなく、友好関係が得策だと認識されて、というのがふさわしい。だが、ソロモンの勢力はその決定的な力を失っている。神の助けが失われたら、その偉大さは消え去ったのだ。後々、アラムはイスラエルにとって大きな脅威となっていく。どれほど栄華を極めようとも、ソロモンの治世は決定的に失敗である。
 
第一列王記　11:26-40
　今度は、国内から発生した反逆である。もっとも、ヤロブアム自身が始めたことではない。神ご自身が預言者を通してヤロブアムに呼びかけて、国を彼に与えると宣言されたから、である。10部族をとあるが、むしろ国全体をヤロブアムに、ダビデの後継者にもちょっとだけ残す、という趣旨だ。ヤロブアムに与えられた指示は、ソロモンに対するものと同じようなものだ。神に留まるならば祝福は続くし、そうでなければ取り上げられるということである。ヤロブアムがすぐに行動を起こしたのかどうかは書かれていないが、事を知ったソロモンは敵視した。それはサウルの時とも似ている。ソロモン自身が敵を増強させたのでもある。ここもダビデとは違っている。
 
第一列王記　11:41-43
　ソロモンの終わりが書き留められている。40年という月日は大きなものだ。ただし、ダビデが即位したのは後の方だから、寿命としては父王より短かったようだ。最高の状態で始まった彼の治世が、最悪の状態で閉じられたことはとても悲しいことである。ところで、伝道者の書は誰が著者であるのか明確ではないが、もしもソロモン自身だとすれば、その内容からすると晩年に至ってからのもののはず。とすれば、あの内容からすると最後の最後に、ソロモンは改心して神に立ち返ったのかもしれない、とも考えることができそうだ。あくまでも推測にすぎないのだが。
 
第一列王記　12:1-15
　ソロモンの混乱を知っていたイスラエルの民は、息子だからといってすぐさま王として認める感覚は失っていたようだ。ダビデの息子の場合とは違う。レハブムアムはこの時点ではどちらに進むこともできた。もし彼が謙虚に神の声を聞き、民を思う治世を始めたら、国の混乱は収まったのかもしれない。だが彼は、自分が王の息子であることを誇り、民を見下した。神の民を託されていたのに、自分が主人、所有者であると思い違いをしたのだ。身近にいた賢明な助言を退けたのも、彼の姿勢を示すものだ。たとえソロモンが最後までまともに歩んだとしても、これではどうにもならない。彼には国を託される資質はなかった。
 
第一列王記　12:16-20
　イスラエルの王位は、力ある人が国を征服して獲得したものではない。何の力も功績もない人が、突然神から託されて王になるのだ。これは後の北王国でも一貫している。しかも、神の指名は民に強制するものではなく、民は自らの意志で迎える決断をする。だから、レハブアムのような態度にそっぽを向くのは、ごく自然なものではある。ダビデが民のために貢献したのは事実だが、恩義を強制されるのは似つかわしくはない。もっともこの時の民は、そういった位置づけを悟らずに、単に好き勝手に拒んだだけ、のようでもある。神の民と呼ばれ、神が守り支えて下さっていた民なのだが、彼ら自身は士師記21:25のように、自分の好きなように生きようとしていただけだった。
 
第一列王記　12:21-24
　自ら招いたことなのに、と、レハブアムの行動には哀れさを思うばかりだが、この箇所でせめてもの幸いは、神の人によって告げられた神の言葉に、民は自分の家に帰ってしまった、ということだ。この時点では、民は王の言うがままではなく、自分自身できちんと判断して、主の声に聞き従おうとする姿勢が保たれている。ぜひとも、こうありつづけたいものと願うものだ。この箇所の言い方からははっきりしないが、レハブアム自身も聞き従ったのであれば幸いなのだが、おそらくそうではあるまい。せっかく残してもらったのに、彼は主なる神からどんどん遠く離れて行ってしまっている。
 
第一列王記　12:25-33
　ヤロブアムを王にしたのは神ご自身である。だが彼はそれを完全に忘れている。信仰のことを、単に支配力の一要素としか見ていない。だから、金の子牛で十分、と考えている。民もまたそれに聞き従っている様子に、愕然とさせられる。あれだけ神に付き従っていたはずなのに、あっけなく瓦解している。その程度のものだった、ということか。人は、崩れ去るのはすぐさまである。サムエルによる建て直しには、相当の時間が必要だったのに、大切なものはどんどん失われてしまう。
 
第一列王記　13:1-6
　神を捨てた民に対して、しかし神は見放したりせずに、なお関わり続けて行かれる。そのことの意義と幸いを、人はほとんど意識していないのが悲しい。神の人、あるいは預言者の到来は、罪に墜ちた人間が、それでもなお回復させていただける道が備えられている印なのに。ヤロブアムは全く聞こうともせずに排除を命じているが、神の圧倒的な力の前になすすべがない。ただ、それでもなお、ヤロブアムは真に悔い改めたわけではない。人は力を見せつけられても、それで聞き従うわけではない。むしろ祝福こそが人の心を揺り動かし、神に立ち返らせる力になることを、聖書は繰り返し物語っている。2節は第二列王記23章で実現している。約300年後である。
 
第一列王記　13:7-10
　神への従順ではなく、使者の懐柔を試みる。その意図はとても分かりやすい。自分には支配できない神との間には距離を置いてまま、自分が支配できる人間を取り込んで、自分の好きなように動かそうとする。そんなことをしても、神は新たな使者を派遣するだけなのだが、人の目に見える範囲内さえうまくやれば、それで何とかなるのだという感覚を、人はしばしば持ち続けている。悲しい罪の姿である。何も解決がないのに、とりあえず自分の手の中に、ということか。
 
第一列王記　13:11-19
　この老預言者に悪意があったわけではない。信仰的に荒廃していた国の中でうめいていた彼が、真の預言者に出会えた幸いに歓喜したための招待、であろう。だが、彼はその意図を果たすために偽りを用いてしまった。その意図が好感の持てるものだったとしても、そこに偽りを持ち込むならば、決して良い結果には至り得ない。十戒の定めは私たちの日々の中に強く問われているのだ。結果、悲劇が起こっている。
 
第一列王記　13:20-25
　この神の人はだまされたのである。悪いのは老預言者のほうだ。それなのに神の人が処罰されている。ひどい話だと感じる人があっても不思議とは思わない。ただ、理由が何であれ、彼は神からの指示を破った。そして今の彼は、北王国に対して神の言葉の絶対性を指し示す役割を担っている。その彼が自ら神の言葉を無視したら、せっかくの宣告が意味を失ってしまう。食事をしたこと以上に、自らの使命を壊すことになった事態が問われている。厳しすぎるように思われる結末は、それゆえである。老預言者の言葉に真実の可能性を感じたのならば、彼は神に尋ねれば良かった。残念としか言いようがない。
 
第一列王記　13:26-32
　獅子に襲われたのに食われず、ロバも無事だったのは、事が神の手によるものであることを明示する光景だ。たまたま獅子に遭遇したのではない。事の原因は自分にあるのに、26節のように言うのは何だか無責任なようでもあるが、預言者として語る言葉と本人とは切り離されていることの一例である。彼自身は具体的な罰は受けていない。でも、この事件は彼の晩年に重くのし掛かり、自らの愚かさに嘆き続けることを抱え続けることになった様子だ。それは、直接の刑罰よりも苦しいものだったろうが。
 
第一列王記　13:33-34
　ヤロブアムが王になったのは神による。だから彼が神から離れてしまったら、もはや彼がイスラエルの王でありえる根拠はない。ヤロブアムの王家はやがて途絶え、国の勢力も下がって行ってしまう。一時的な繁栄はただの幻想に過ぎないのだ。ヤロブアムの名前は、ダビデが信仰を語る際に何度も出てくるように、神への不信仰、いや、裏切りを語る際に代名詞のようにして使われることになる。
 
第一列王記　14:1-5
　神にそっぽを向いていたのに、困ったことに陥ると頼ろうとする。人とはそういうものなのだと、改めて思い知らされる場面だ。ようするに、自分が中心で、ただ利用したいというだけの感覚。人間同士でこれをやったら、間違いなく相手との関係は崩れ、世間での評判もがた落ちだろうが、神に対しては当たり前のようにして「利用する」という動きが続いている。
 
第一列王記　14:6-16
　あのダビデに与えられていたものを継承する。それは驚異的なことで、格別の恩恵であって、決して自分の功績の結果などではないことは、誰にでもすぐに分かることのはず。それなのにヤロブアムは自分の置かれている立場を忘れ、神への思いを忘れた。とすれば、神が関わってこられる前に戻るだけである。彼は何者でもなかったのだから、それなのに王位を簒奪した者と同じように扱われる。神を捨てるということの重さを、人はいつまでたっても悟ろうとしない。
 
第一列王記　14:12-16
　ヤロブアムのしたことは、後々、ヤロブアムの罪、として引き合いに出されることになる。それほどに、彼のしたことは論外であったのだ。そう、自分に恩義を欠けてくださった神を捨てる。もっとも、それはイスラエルの民が何度も繰り返してきたことでもあるのだが。詩篇95篇とヘブル3章の告げる警告も参照したい。
 
第一列王記　14:17-20
　息子は死んだ。ヤロブアムの罪の結果、とは言われていない。彼の家の滅亡を暗示するもの、という扱いか。むしろ、その子は穏やかに葬られるだけまし、と告げられている。彼の死は、国民にも悲しんでもらえているのだから。その後、ヤロブアム自身も亡くなっている。結局彼は何のために王になり、何を成し遂げ得たのか。存在の意味を見えなくしてしまったのは、彼自身であるのだが。
 
第一列王記　14:21-24
　列王記は、北と南の王たちを交互に書き記している。北王国がイスラエル民族としての本流であること、南が神殿を中心とした神への礼拝の軸であることを意識しつつ、双方共に神の民であるとの認識はずっと続いていく。レハブアムは出だしでしくじり、その後の歩みも悪を続けるものだった。彼の偶像崇拝は父ソロモンにならったのだと言えるかもしれない。母が誰かを、列王記は注目する。しばしば、母の信仰に大きく影響されるからだ。もっとも、異邦人だからだめ、イスラエル人なら良い、というほど単純でもない。罪は民全体に深く蔓延している。
 
第一列王記　14:25-28
　パレスチナはもともとエジプトの支配圏にあり、以前は貧しいだけ、ダビデ、ソロモンの頃は強大で手を出せる状態ではなかったものが、弱体化したのでかすめ奪ったということ。国そのものを滅ぼすほどの意識はない。もっとも、こうやって弱体化させてしまえば、メソポタミア勢力を押しとどめる役割が果たせなくなってしまうのであり、エジプト王としては愚かな行動だ。金の楯を失ったレハブアムが青銅製に取り替えたのは、何とも悲しい光景である。
 
第一列王記　14:29-31
　兄弟国家であるのに、決して対立を神は意図されていないのに（南王国側の謙虚さも必要だった）、両国は争い続けていく。後に、少し融和的になった時期もあるが、本来は良いことなのだが、でもそれが南の堕落につながるというあたりも、混迷の極み、というべきものだろう。レハブアムの死が記録され、彼の母はアモン人だったと、再び書かれている。
 
第一列王記　15:1-8
　アビヤムが南の王位に就いた。だが、たったの3年、そしてあっさりと書き終えている。ダビデのゆえに、神はまだこの民を見捨てはしなかったのだと告げられる際の引き合いに出されただけ、にも見える。そう、ダビデの名が、この後、繰り返し語られていく。その王の歩みがどうであったのかを示す、標準としてである。イスラエルの歴史を読む際には、ダビデの生涯を繰り返し、読み直した方が良さそうだ。
 
第一列王記　15:9-15
　治世が長ければ良いわけではない。だが、良き王が長期にわたって国を治めるなら、民にとっては有益なことだ。アサ王は、２代、いやソロモンの晩年を考えると３代と言うべきか、その後でようやく登場した良き王であった。ダビデと同じ、という言い方が、その姿勢の確かさを示している。アサの母はマアカで、これはアビヤムと同じなので、子と記されているが、弟に当たると推測できる。皇太子が弟というのはよくあることだ。アサの母という表記を「祖母」と解することのできるが、アビヤムが早世しているので、弟の方がよさそうだ。とすれば、アサの育った環境はかなり問題の多かったもののはずで、でも彼はまっとうな信仰を手にしている。彼を支援したのが誰かは書き記されていないが、実に幸いなことだ。南ユダ王国においては、悪い王も出るが、このように善王も登場し、おかげで国の信仰が何とか保たれて行っている。
 
第一列王記　15:14
　高き所の扱いは、この後も王たちの評価における注目点である。もともとイスラエルの民は、良さそうな場所を選んで神殿を築き、神を礼拝していた。アブラハムもしていたことであり、そのこと自体は何も問題はない。ただ、そういう場所が次第に偶像礼拝に用いられたり、異なった教えに傾くことが多くなってしまっていた。それで、礼拝はエルサレムの神殿に統一する動きが出たのだ。神は決して、神殿に限定する命令を出していたわけではない。アサが高き所での礼拝をそのままにしていたのは、何もおかしなことではない。ただ後の時代には、その場所の放置は偶像礼拝の容認とも重なるようになった。アサの場合は12-13節での徹底的な態度からも、問題はなかったのだが。
 
第一列王記　15:16-24
　礼拝姿勢においては純粋なアサ王だったが、他国との関係では、外交関係をうまく利用する手腕を持っていたようだ。北王国と対立した際には、さらに北側に位置するアラムの力を借りて挟み撃ちを計画し、北王国の侵略を撃退する策を用いている。当時、北と南の勢力は、領土の広さも、土地の豊かさも、そして人口も、北側が圧倒的に大きかったので、正面からぶつかってしまっては厳しい。アサの取った道筋は王として知恵のあるものと言える。ただ、歴代誌はこの出来事を否定的に記録している。アサは神のみに頼るべきだったという趣旨で、その指摘を受けたアサが激怒したと書いてある。何に頼るのかというテーマは旧約において何度も出てくる。
 
第一列王記　15:25-32
　北と南の王たちの系譜は、相手側の王の治世を基準として年代が記録されていく。ヤロブアムの後継者は父と同じ道をたどり、それで神は北王国の統治権を別の者に渡した。ここには神からの具体的な指示は書かれていないが（16章では語られている）、聖書は北イスラエルに関しても常に、王位は神による、という姿勢を貫いている。ヤロブアム王家はあっけなく壊滅し、バシャという人物が新たな王家を始めている。その後も王位は転々とし、ふと、士師記の様子を思い出した（そこではさばきつかさが次々と現れるのは、決して彼ら自身の課題ではないのだが）。
 
第一列王記　15:33-16:7
　ヤロブアム王家に代わって北イスラエルの王となったバシャは、しかし、ヤロブアムと同じ道を歩んでしまった。失敗から何も学ばないということであり、また、ヤロブアムの影響が国全体に深く浸透してしまったということでもある。神から、ヤロブアムと同じ宣告が下されている（14:11）。彼らはなぜ、事の深刻さを思わないのか。主なる神の強さは承知しているはずなのに、それを無視する。冷静な判断としてはあり得ないことなのに、でも、それが人間の姿であることを聖書は悲しみを込めて記している。
 
第一列王記　16:8-14
　バシャの家系は、息子の代で、あっという間に絶えてしまった。息子のエラも父と同じ道をたどったためであると、聖書は明言する。仮にも王とされたのに、情けないと思わずにはいられない。神をないがしろにして、家を滅ぼし、国を迷わせてしまう。あまりにも愚かな選択であることに、でも、人はしばしば気づくこともない。もっともジムリは神から任命されたわけではなく、単なる謀反に過ぎなかったのだが。その程度の者に滅ぼされてしまうほど、王家はすでに弱体化していたということか。
 
第一列王記　16:15-20
　７日間の王位というのは、つまり、王権を確立はしなかったということでしかない。謀反を起こして簒奪した者を、イスラエルの民は認めなかったということだ。バシャの一族が滅んだのは神との関わりだが、そのこととジムリの行動が是認されるかどうかは別問題なのだ。後にバビロンが、ユダへの厳しい叱責として用いられたけれど、バビロン自身の罪ゆえに罰せられるのとも似ている。それが神のなさり方である。
 
第一列王記　16:21-28
　民が選んだ王は、将軍オムリである。人望があったのだろう。それでも反乱の中でのことだから、ティブニという人が6年も対抗した。オムリの治世の半分だから、よほど頑強な抵抗だったということになる。残念ながら、オムリもまた信仰的には誤った道を歩んでしまった。ヤロブアムに始まった北イスラエルの状況は、加速度的に堕ちているとも言える。次の章でエリヤが登場するのは、神がこの民に与えたあわれみであることを思わせられる。
 
第一列王記　16:29-34
　いよいよアハブの登場である。聖書の読み手にとって北イスラエルの最も有名な王でもあるが、その理由は彼のしたことがあまりにもひどかったから、である。ヤロブアムの罪は、エルサレムの神殿の代わりに金の子牛を立てたことだ。そこには、自分たちをエジプトから助け出してくれた神を思いはするが、その内実は全く別物に変質されている、ということである。異端の位置づけに近いかもしれない。だがアハブはバアル信仰を引き込み、もはやエジプト脱出のことなど関係ない、自分たちにとって都合の良いものを選択するだけ、となっている。もっともそれは、イスラエルのたどった道筋からすれば、当然のことでもあるが。中途半端に主から離れる程度で留まるのはむしろ困難で、崖から落ちるようにしてこの世は神から離れて行ってしまうのだ。
 
第一列王記　17:1
　時代としてはアハブ王の治世であるが、聖書は明らかに、預言者エリヤの活躍を書き記す意図をもって、ここからしばらく話を進めている。預言者はどのようにして預言者になるのかは、イザヤなどのように明確に神から呼び出されたというケースもあるが、エリヤの場合には不明だ。聖書は彼が預言者として登場し、活動を始めたとして記している。その際に注目すべきは「主は生きておられる」という言葉である。これは慣用句としても用いられているが、エリヤの場合には、彼の活動全体の根拠、そこに神がおられるのだという、いわば、「私はある」とも似たような重みのある言葉として見ていくべきだろう。
 
第一列王記　17:1
　エリヤの第一声は、神を無視しているアハブと北イスラエルの民に対して、主なる神が圧倒的な支配者であることを明確に示すことが意図されている。それで、神が許可しなければ雨は降らない、と告げ、その通りになっている。アハブは否応なく、神と向き合うように引っ張り出されているわけである。それに、彼が信奉していたバアルは豊穣の神であり、それが全く意味をなさないことを示す状況でもある。こういうやり方を神がなさることは滅多にないことだが、それは北イスラエルに対する神の深い憂慮、あわれんでおられるからこそ、でもある。そう、どうでも良い民なら、放り出せばよいのだから。
 
第一列王記　17:2-7
　神の偉大さを認めよと問い掛けられたのはアハブだが、宣告したエリヤ自身も同じことを問われることになっている。アハブの追っ手から匿ってもらうのは良いが、彼を支えるのは、すでに涸れそうになっている川と、それから、人の意思には全く従わない烏である。そんなものに自分のいのちを託す。それは、川や烏を確かに導いておられる神がいること、神にはそれだけの力があることを、いのちをかけて信じる思いがなければできないことである。主の約束を語る者は、自分もそれを信じるかを問われる。大事なことである。
 
第一列王記　17:8-16
　第二の問い掛けには、二つの意味がある。まずは、異邦の民に自分の身を委ねる覚悟である。イスラエルだけでなく、この異邦の民もまた神のもとにあるのだと、神が全世界の神であることを信じるかどうか、である。もう一つは、彼らの持っている最後の粉を提供させる覚悟だ。もちろん、粉は尽きないのだと約束している。だが、もしそれがだめだったら、エリヤは彼らの最後のパンを奪ったことになる。その覚悟があるかどうか。ぎりぎりのことが問われていく。エリヤもすごいが、この女性もすごい。
 
第一列王記　17:17-24
　さらに問い掛けは続く。この女性の問い掛けに、エリヤは何も答えられない。当たり前である。彼女の言葉はエリヤ自身の問い掛けでもある。だからこそ、エリヤはその子を神の御手に委ねている。それしかできないのでもあり、そして、そこにこそ光は見える。24節は、今まで疑っていたという意味ではない。神の確かさを、こうやって重ねながら確信していくのは、むしろ最も自然な信仰の歩みと言える。それは、エリヤ自身にも言えることだ。
 
第一列王記　18:1-2
　神ご自身の指示とは言え、17:3でアハブから逃れることができたのは、エリヤにとってもありがたいことだったはずだ。でも、ここまで歩んできて、彼自身もまた整えられ、だからこそ、改めてアハブとの対決が可能になっている。それに、干ばつはアハブの心を動かしてはいない。予想通りではあるけれど、全面的な対決が必要とされた。それは結果から言えば、王の心を動かすことよりも、民の中に神を慕い求める人々を起こしていく効果があったのだが。
 
第一列王記　18:2-6
　興味深いことに、アハブの側近に、神を慕い求める人がいた。この世にあって信仰を生きていこうとする際には、たとえ信仰的に異なる人々の間でも、それでもちゃんと認められるような仕事ぶり、生き方をしていくことは、大事なことなのだ。そうすれば、4節のようにして、大事なことを行う可能性も出てくる。偉くなれ、ということではないけれど、しっかり歩んでいくことは大きな意味を持っているのだと、新約でも語られている。（マタイ5:12-16など）
 
第一列王記　18:7-15
　冷静に言えば、オバデヤの不安は無用のものだ。この状況でエリヤが出てきたと言うことは、アハブ王と対決するという意味でしかなく、オバデヤを陥れるためという可能性はゼロに近い。ただ、ぎりぎりのところで生きてきたオバデヤの心境には同情する。エリヤもそうだが、オバデヤもまた四面楚歌の中で、しかも身を隠すこともできずに踏ん張ってきたのだ。このような場合にできることはただ一つ、エリヤがしたように、はっきりと断言してあげることだ。大丈夫なのだ、と。神が導いてくださることなら、そう断言できるはず。エリヤは、事の次第が神の御手の内にあることを確信している。
 
第一列王記　18:16-18
　アハブの言い様は、この世においてしばしば見られるものだ。残念なことだけれど。自らのしていることの深刻さを分かろうともせず、でも、問題は起こっているので、どこかに責任を負わせられる相手を求めて、理屈が立たないことなどお構いなしに、無理やり押し付けてしまう。それで済ませてしまうことが大いにあり得るこの世界だが、神の前ではそうはいかない。エリヤは明確に、事を述べている。どうしても必要なことであるのだ。
 
第一列王記　18:19-24
　奇妙な合戦である。真の神は、という課題は、こんなに単純な話ではない。神があえて沈黙される場合もあるのだから。でも、今ここでは、この単純さが意味を持つ。民全体が王に影響されて道に迷っている今、わかりやすい対比を示すことは効果的だ。それに、民はエリヤの明確な問い掛けに応じていない（21）。かつてヨシュアが問い掛けたときには、民も真っ直ぐに応答したのに。実際には、この出来事があってもアハブ王が悔い改めたわけではない。でも、聞く耳のある者、見ようとする者には、しつかり指し示しておく必要はあり、それは預言者の責務である。
 
第一列王記　18:25-29
　バアルの預言者たちは頑張ったのだが、つまり、何の答えもなかった、ということである。エリヤの言葉は、嘲りが大半、でも、この対決の趣旨からすれば公平でもある。真っ向勝負。そして、結果もはっきりと示されている。地上を支配されていのは主なる神であることを、明示している。
 
第一列王記　18:30-35
　エリヤは丁寧に準備を進めている。先ほどまでのバアル預言者らの大騒ぎとは全く別物だ。12の石のように意味を込めた行為だが、それによって効果が増したわけではない。それはむしろ、エリヤが祈り求める神が、この民全体にとっての本来の神であることを指し示し、その方が答えてくださるのだという、民に対する強い呼びかけになっている。水は、こっそり火をつけたと難癖をつけられるのを避けるため、だろう。エリヤはそんなことはしないのだが（神を信じているから）、他の人にもその信仰姿勢をきちんと示すこともまた、大事なことである。彼は十分に時間をかけている。人々はそれを見ながら、神が何をなさるのかを、固唾を呑んで見守る思いになっただろう。実に的確な進め方である。そう、人々の心を開いていく、備えさせる必要もあるのだ。
 
第一列王記　18:36-38
　エリヤは騒がない。神の注意を引こうともしない。淡々と報告をして、そして、神のなさることを待っているだけ、である。エリヤが事をなしているのではなく、神が事をなされ、エリヤはただの先触れに過ぎない。でも、だからこそ、事は圧倒的で、どれほど疑ってみていた人であっても感服せざるを得ないほどのものである。それがささっとなされている所に、神の真実な権威というものを感じずにはいられない。
 
第一列王記　18:39-40
　あえて言えば、この民は全く回心していない。この時は驚き、ひれ伏したけれど、北イスラエル王国が主なる神への信仰を取り戻した様子はない。市居の人々の間では、預言者たちの活躍がいくらか可能になる程度の支持が存在した程度まで、である。どれほど圧倒的な力を見せられても、人の心は奥底から変わることはない。キリストが支配権を振るったりはしなかったのも、これと同じ概念でもある。エリヤの命令に、私は賛同しない。預言者のしたことの全てが神によって肯定されているとは限らない。バアルの預言者を殺しても、それで事態が好転するわけでもない。神ご自身が、人々の心そのものを動かしてくださってこそ、であり、目に見える力に依存するのは危ういことなのだ。エリヤの思いには同情するが、これは解決にはならなかった。
 
第一列王記　18:41-46
　天から火を降らすことより、もっと現実的で、意味のある御業は、雨を降らせることだ。エリヤの言葉によって雨は止まり、再び神の御手によって雨は降り出した。自然を支配するだけでなく、イスラエルの国全体、そこに住む人々の心もまた、神の御手の内にあることを痛感する。エリヤと若い者の行動は、彼ら自身もまた神への信頼、信仰を問われているからこそ、である。火は一瞬で降ったが、今度もまたパッパッと簡単に進むとは限らない。神の御心は常に、忍耐して信頼して待つことを問い掛けている。
 
第一列王記　18:45-46
　雨が降った。それも激しい雨で、干ばつが終わったことが明確に示されている。むろん、これは季節の変化ではなく、神の意図的な関与の結果である。アハブを初めとしてイスラエルの人々は、神が国も世界も掌握しておられることを、痛切に思い知らされることになった。エリヤとアハブとの対決は、エリヤの全面的な勝利で終わった。そのはずだった。でも、イスラエルは神に立ち返ることはなく、そしてエリヤもまた、その様子が大きく変わっていくことになる。ドラマの中なら勧善懲悪のように事態はすっきりと進むのかもしれないが、現実はもっと複雑で、また厳しい。聖書はそれを告げている。
 
第一列王記　19:1-4
　人の恐れや疲れは、理論では片付けられないようだ。エリヤは前面勝利を果たしたところである。神の偉大さを人々の目の前で明らかにしたところである。神の前に、人は小さな存在でしかないことを示したばかりである。だが、イゼベルに脅されたら、震え上がって逃げ出した。疲れのためだ、とも言えるだろう。人は弱いのである。ただ、仕方がないとしてしまうわけにはいかない。エリヤが失われてしまうことを、神は決して諦めてはいない。彼は死を願っている。逃げたいということである。だが神は、正反対の道を指し示して行かれる。
 
第一列王記　19:4
　エリヤの言葉を、聖書が自死を肯定している、というふうに読んではならない。神はエリヤの願いを認めてはいないし、もともとエリヤは自ら行動を起こすつもりではなく、神の御手によって、を願っているだけだ。聖書は人の世の現実を赤裸々に語る。ごまかしや取り繕いはしない。だから、エリヤが示した弱さについても、ありのままに告げるのである。むしろ、そういう悲しみを抱えている人間たちと必死に関わって下さる神がおられるのだという、そういうことを指し示しているのが、聖書のこういう箇所の伝えてくれている様子だ。
 
第一列王記　19:5-10
　死を願うエリヤに対して、神は生きることを指し示されている。食べること、そして眠ることは、次へと進んでいくための力をもたらすものだ。そしてエリヤも先へと進んでいる。シナイ山についたときも、彼の絶望はまだ続いているが、死を願う言葉は消えている。それにしても、エリヤの言葉は、実に適格に彼の置かれている状況を示している。彼は万軍の主に仕えたのである。確かに敵は多く、厳しい状況は続いている。でも、彼が身を置いているのは、世界を支配されている神なのだ。神が弱いとは言っていないことは、とても重要な要素である。それにしても、18章の対決は全く触れられていない。力で圧倒するような勝利だけでは、実は何も動きはしないことを痛感させられる。
 
第一列王記　19:11-14
　神の真の支配が、単なる力による圧倒ではないことが、この場面からもわかる。人は、自分たちにとって分かりやすい偉大さを示してくれるようにと願うが、それは真にこの世界を動かすものではない。十字架のイエスに対しても人々は、そこから降りてきたら認めてやろうと言っていたが、たとえそうしたところで、人の心は動かないのだ。イエスがあれだけの奇跡を行い力を発揮しても、人々は信じなかったのである。もっとも、イエスの奇跡は人々を信じさせるためではなく、目の前にいる人々を助けるためのもの、であって、決して当てが外れたわけではない。
 
第一列王記　19:15-18
　ここからが、神の支配の本領発揮である。エリヤは、イスラエルの王アハブを恐れている。だが神は、隣国アラムの王を任命するのはエリヤだと言う。さらに、イスラエルの次の王を任命するのもエリヤである。そして、預言者は自分一人だと嘆き、もうまもなく預言者の業はすべて失われるのだと言っているエリヤに、後継者エリシャの任命を告げる。つまり、この業は終わらない。たとえエリヤが殺されたとしても終わらない（実際にはエリヤは殉教していないのだが）。神の業は、アハブを完全に凌駕しているのである。人は、神の御業の視点で物事を見る必要がありそうだ。
 
第一列王記　19:19-21
　おそらくエリシャはすでにエリヤを知っていたのだろう。そして、エリヤの行動の意味も悟っている様子からも、召し出されればという覚悟もあったのではないか。以降、エリヤと完全に行動を共にする決意の表明が、親との別離をきちんとする行動の意味合いである。この場合は、決して、後ろを振り返っているわけではない。神が選んだ後継者は、おそらくエリヤの予測以上に、まっすぐに主に付き従い、エリヤを支えるものとなっていった。自分はひとりぼっちだとうめいたエリヤに対する、神からの温情あふれる贈り物とも言える。
 
第一列王記　20:1-12
　場面は一転して、イスラエルと他国との戦いが語られていく。エリヤとは対決ばかりのアハブだが、他の預言者を通しての言葉には、幾分か心を開いている様子がある。そう、預言者はエリヤ一人ではない。35節からも、たくさんいたらしいことがわかる。ともかく、アラムがイスラエルに脅しをかけている。国力の差があり、形式的な従属やある程度の貢ぎ物は覚悟しているアハブだが、根こそぎ持って行こうとする様子に、逡巡している。だが、抵抗できるだけの力はない。エリヤを圧倒していたアハブだが、彼自身が圧倒されている。
 
第一列王記　20:13-15
　神が預言者を遣わしてアハブに助けを与えようとしたのは、無力とわかりつつも民を守るために抵抗しようとしたアハブの姿勢のゆえかもしれない。アハブは明らかに悪王だが、それでも神はイスラエルからそっぽを向いてはおられないのだ。大軍が少人数によって打ち破られるというのは、神が繰り返しなさっていることである。人の力ではなく、神の力によってこそ、と知ることは、その戦いだけでなく、以降のためにも必要なことなのだ。アハブにも、転機が訪れている。ただし、それをちゃんと受け止めるかどうかは別なのだが。
 
第一列王記　20:16-22
　32人の王といっても都市国家のような時代のこと、アラムの王は別格としても、他は部族長のようなものだ。それでも、これだけの勢力が集まっているところに戦いを仕掛けるのは恐怖でもあっただろう。それでも、イスラエルの王は神の指示を受け止めて出ていったのだから、ダビデやヒゼキヤの場面だったら信仰深い姿として称賛されそうなところだ。前後からすれば、この王は神を本気で敬ったわけではない。ただ、ほんのわずか、部分的にでも神を信頼するとき、そこには大きな祝福が待っている、のではある。これは大事な指針であることを思う。
 
第一列王記　20:23-30
　「神」の勢力を限定的に考えるのは、多神教においては通常のことだ。イスラエルの神と便宜上呼んでいるけれど、聖書は一貫して、この方が全世界の神であることを語り続けている。山の神という印象は、シナイ山の記憶か、あるいは神殿のあるエルサレムが山岳地帯にあるためか。サマリヤなど、北イスラエルの領土は平地なのに、王が否定する主なる神、あるいはエルサレムが引き合いに出されるのは皮肉なことだ。もっとも今彼らは、その神に助けられているのだが。
 
抜け落ちました
CATEGORYご説明
　すみません。ちょっとばたついていたら、更新が抜け落ちてしまいました。今日から再開です。
 
第一列王記　20:31-34
　アハブ王は、アラムの王が自分に命乞いをしたことに、気をよくしたのだろう。今まで圧倒されていた相手が屈してきたので、自分が偉大な者であるように思い込んでしまったのだ。本来は神の御業であり、決して彼自身の功績ではなかったのに。32節の言い方は、とても偉そうである。これは柔和とは違う。温情でもない。単に自分の権勢を誇ってみせているだけである。こういう姿勢は、むろん、相手との和解をもたらすものではなく、むしろ、屈辱ゆえに反発を招くだけである。
 
第一列王記　20:35-43
　35-36節は、この事態を神がとても深刻なものとして考えていたことを表している。アハブ王がアラムの王を逃したことは、後々、イスラエルの国にとって深刻な事態をもたらす。これは神がイスラエルの国に与えた大切な助けであったのだが、アハブは自分の身勝手な優越感によってそれを壊し、国自体を危機にさらしてしまったのだ。結局彼は、神が事を動かしてくださっていることをわかろうとせず、自分が中心だと思っている。彼は自らを滅ぼしていくだけでなく、民をも巻き添えにしている。これは神の嘆きである。（第一サムエル15:8,32-33も参照）
 
第一列王記　21:1-4
　珍しく、アハブ王は低姿勢である。王の力で奪い取りそうな所を、きちんと代価を払って取得することを願っている。それほどに、イスラエルの民にとって土地というものは、本来神からそれぞれに分与されたものだという認識がはっきりしていたからだろう。社会の根幹部分を崩してしまったら成り立たないことを、神から離反していてもなお、人々は認識していたということか。でも、だとすればナボテには断る自由があり、それは正当なもので、決して腹を立てたり、不満に思うべきではない。この怒りが事態を最悪のものにしてしまう。創4:7は大切なことなのだ。
 
第一列王記　21:5-14
　イゼベルは、もともと主なる神への恐れは皆無で、夫のアハブを越えて、事態を好きなように動かしている。まったくの偽りと強引さで、彼女は土地を手に入れた。しかも、ナボテの生命すら奪って、である。アハブが最初に願ったときは、ナボテが了承すればまっとうなことで済んだのだが、全面的に邪悪な行為になりさがってしまった。人の思いが悪に転落する事態を痛感する。十戒の、隣人のものをほしがってはならない、は重大な教えである。
 
第一列王記　21:15-26
　神からの鋭い言葉が、エリヤを通してアハブに告げられている。彼自身がしたことではなくても、事は明らかにアハブの責任の中にあることだ。もちろんイゼベルも責められる。アハブ自身の問題性と共に、隣で誘発したイゼベルの存在は、北イスラエル全体を大きく壊してしまっていた。この行為は個人としての罪という意味でも言語道断だが、国や社会を壊すという意味でも、決して許容され得ないものである。イゼベルを恐れていたエリヤの葛藤は、もはやここにはない。毅然とした預言者の姿があるのみだ。彼自身の頑張りというよりも、それほどにひどく、そして、神の激しい御心があったということでもある。
 
第一列王記　21:27-29
　珍しいことに、と言っては何だけれど、アハブがへりくだった。赦しを請い、神の前にひざまずいたのだ。エリヤを通して告げられた神の言葉が現実になることを悟ったからだ。かろうじて彼は、神の言葉の真実というものに気づき得たということだろう。そして神の赦し、いや、猶予が与えられている。アハブなど赦す必要なし、と人は思うのだが、聖書は一貫して、どれほどひどくても、もし、立ち返るなら、いや、一時的にでも本気で赦しを願うなら、神はその求めに答えてくださるのだと言い続けている。ニネベの町も同様だった。アハブの子の時代に、と言っているが、もし、その子がへりくだるなら、再びの先延ばしは可能である。神の赦しは尽きる所がない。だが、求めなければ、請わなければ、事態は深刻なまま、である。
 
第一列王記　22:1-4
　ヨシャパテは信仰的に良い王として分類される。だが、極悪とされるアハブと付き合っている。それはヨシャパテの家庭に混乱をもたらすが、その話は改めて、である。彼は自分が神を信じていれば問題はないと考えていたのかもしれないが、事態は彼が思うよりも深刻だった。信仰の異なる相手とは関わるな、という意味ではない。この信仰は排他性でもないし、純粋培養でもない。だが、自らが捕らわれてしまう危険性には常に留意すべきだし、離れているときよりもなおいっそう、相手の行動、自分の行動の是非について、個別具体的に確かめ続ける必要がある。
 
第一列王記　22:5-9
　ヨシャパテはごく自然に、神の御心を尋ね求める必要性を語っている。このあたり、彼が信仰の中に育まれてきたのだなということが、とてもよく分かる。彼にとって、神と関わりつつ生きるのは、ごく自然なあり方だったのだ。でもイスラエル側は、すでにそういう常識を忘れている。400人の預言者は、バアルその他の神々に仕えていた人々だろう。自分に都合の良いことを語ってもらい、それで安堵するのであれば、神の言葉を尋ね求める意味が何もない。悪いことばかり預言する、ので拒否するのだったら、預言者など不要だ。具合が悪くて医者に言ったのに、たいしたことはない、という言葉しか語らないとしたら、行く意味がないのとも似ている。さすがにヨシャパテは困惑している。それは当たり前、であることを、ちゃんと覚えておきたい。
 
第一列王記　22:11-12
　このゼデキヤは何者か。6節で招集された一人とすればバアルの預言者だろう。ただ、「主」の名を口にしているし、24節ではミカヤの指摘に腹を立てているので、本気で自分は「主」の預言を受け取ったと考えているようでもある。多神教的な観念からすれば、何らかの神に仕える資質を持っていれば、他の神々の託宣も受け取ることができると考えても不思議ではない。ゼデキヤは自分にはいかなる神の声でも聞くことができる力があると考えていたのだろう。でも、聖書が語る本来の預言者とは、霊的な素養の有無ではなくて、もっと単純に、神がその人に語りかけて下さるかどうか、にかかっている。神が主体か、人の側の能力の問題か、ここにも主との関わりの意味合いを取り違えている人類の実例がある。
 
第一列王記　22:13-16
　使いの者の要請は、ようするに、神が何を語るかではなくて、つまりは真実は何かではなくて、その人が何をどう語るかがすべて、という概念だ。人を越えて働いておられる真実な神がおられることなど考えてもいない。これを人間に置き換えるなら、Ａさんが何を語ったのかと尋ねられて、都合の良いように勝手に話を造り替えたら偽り者であるのに、神に対してはそれでもかまわないとするあたりに、神への真剣さがないことがはっきり示されている。ミカヤの15節の言葉は、態度言葉遣いなどから誰にでもわかるような嘲笑的なものだったのだろう。内容的にはそういう答えを期待していた王ですら、馬鹿にされたと怒るほどのものだったわけである。
 
第一列王記　22:17-23
　悪いことを預言するからまずいのだとしたら、もともとから神に尋ねる意味がない。それに加えてミカヤは驚くべきことを告げている。ゼデキヤたちは本当に聞いたつもりでいた、神は彼らに告げたのだというのだ。ただし、偽りを、である。それも、アハブ王を滅ぼすために無謀な戦いをさせようと神が仕組んだことであると言う。真実にこの通りの事があったのか、それとも、こういうふうに告げることによって、アハブに思いとどまらせようとしたのか（21:27では悔い改めた）。もし、神の意図がアハブを確実に仕留めることだったら裏を開かす必要性はないから、この言葉の意図は後者ではないか（実際に起こった対話だとしても）と考えられる。あいにく、この時のアハブはそんな温情にも耳を貸そうとはしなかったのだが。
 
第一列王記　22:24-28
　ゼデキヤの怒りについては先日述べたとおりで、彼は自分の能力に自信があったのだろうが、神が語られるかどうかは、彼の資質とは別の話である。そして王はミカヤの言葉を拒絶した。大事な、最後の警告でもあったはずなのに、それを拒んだ。もはや、そこには救出の道はない。自分でそれを閉じてしまったのである。
 
第一列王記　22:29-33
　アハブは、自分のやりたいようにやる、ということで拒絶したものの、ミカヤの言葉を気にしてはいたようだ。それで、ヨシャパテに王様らしい格好をさせておいて、自分は隠れていようとしている。こういう見え見えのことについても素直に従うあたり、ヨシャパテは何とも愚かなものだ。彼は邪悪ではないけれど、ユダの王として民を導くにはあまりにもうかつすぎる。真実を見極めることのできる心を与えてくださいと、人はやはり祈り願うべきなのだ。
 
第一列王記　22:34-36
　流れ矢、というものだ。ねらったわけではなく、そこに王がいると思っていたわけでもなく、通常としては偶然という言葉を使うのだが、聖書は明らかに、神ご自身の支配を指し示している。アハブ王がどのような策を講じても、隣国の王を身代わりにしていても、神がこうだと決めた限りは、そこから逃れる道はない。エリヤと対決していたアハブの、権勢を誇り、信仰面において国を大混乱に陥れた王の、寂しい死である。
 
第一列王記　22:37-40
　アハブが乗っていた戦車を洗ったのは、ごく当たり前の行動で、格別の意図があったわけではない。だが、神が先に告げていた言葉を知っている者たちは、事がまさにそのとおりになっている事態に、震撼したことだろう。とは言っても、北イスラエル王国が信仰的に方向転換することはなかったのだが。それでもアハブは先祖の墓に葬られている。当時の社会では、そのことは重要なことの一つとされており、投げ捨てられての死ではないというのは、神の温情に当たるのだろうか。21:29との関連を考えても良いと思う。
 
第一列王記　22:41-46
　ヨシャパテは43節のように、信仰的に良き王として位置づけられる。高き所には手を出さなかったので、民全体の状態を十分に改善するには至っていない。王としては、自分のことだけでなく、国民全体の様子を導いていく責任がある。ただし彼は46節、神殿男娼を排除しているので、単に不十分ということだけで片付けることはできない。人は結局、その時々に、自分のできることに取り組み、主の前に生きていこうとするのみではある。完全に成し遂げられるわけではない。だがそれでも、物足りなさという面を考えてしまうのは、神の前にまっすぐであることの幸いを思うからこそ、ではある。現代の私たちも、どこまでも不十分である自分たちという自覚は認めつつ、その上で、より良きものを願い求めていきたいものと思う。
 
第一列王記　22:44,47-49
　ヨシャパテ王は、北イスラエルと友好関係を持とうとしている。本来は二つに分かれても共に手を携えて歩むべき両者なのだから、ヨシャパテの姿勢は望ましいもののはずだ。ただ、その相手がバアル信仰に明け暮れていたアハズ王であったこと、結局、何らの影響を及ぼすこともできなかったことを思うと、ヨシャパテは友好の意味を取り違えていたと言わねばならないだろう。アハズヤとの連携を拒否したのは、アハブ王の最期などから、何か学んでいた結果であると良いのだが。聖書はこう言う部分については淡々と事実を書き留めるのみで、あまり詳しい評価はしないことが多いのだ。
 
第一列王記　22:51-53
　アハズヤは２年しか王位にいられなかった。その様子は次の章に出ているが、彼は父のアハブが至った最期の様子から何も学ばず、父と同じようにバアルを信仰し、さらに北イスラエルの伝統的偶像である金の子牛も拝んでいた。奇妙なことである。人は自分の得を求めるのだと言う。それなら、最も確かな主なる神に付き従うのが一番だ。でも人はしばしば、むしろ損な選択をして、豊かに力ある神を放り出して、何もしてはくれない神々、そうなのだとすでに明らかにされた、そういう神々に頼ろうとする。神が人の罪を嘆くのは、人々が自分自身を壊し、滅ぼして行っているから、である。
 
第一列王記終了
CATEGORYご説明
　第一列王記を読み終えましたが、本来これは、第二へと続いていくものですので（コリント第一、第二とは違う）、このまま読み進めていくことにします。インターバルを置くのも、今回は割愛して、ということで、明日からは第二列王記です。
 
第二列王記　1:1-8
　アハブの後を継いで、息子のアハズヤが北イスラエルの王となった。彼の行状については第一列王記の終わりにあるとおりで、全く期待が持てないものだった。彼の早期退陣は避けられないものではあった。とは言え、彼の病が神ご自身が手を下したものというふうには記されていない。そして、3-4節の言い方からすれば、危急の事態に陥って、それでアハズヤが助けを求めているのがエクロンの神だったことが、この結末の理由とされている。ということは、もし彼が主なる神に助けを願っていれば、回復もあり得たということか。確かに神は、立ち返る者に対して、深くあわれみを注いでくださる。たとえどれほど悪に染まっていたとしても、である。
 
第二列王記　1:3-4
　それにしても、アハズヤはエリヤのことなど考えていないのに、エリヤのほうから、つまりは神のほうからアハズヤに関わってこられているのは印象深い。人はしばしば神を忘れているのだが、神は人を顧みて、助けを与え、導きを与え、あるいは叱責し、とにかく、関わり続けてこられる。「イスラエルにはわたしがいるではないか」という主張にも、この国を、この民を、神が今もなお見捨ててはいないのだということがよく分かる。
 
第二列王記　1:9-12
　アハズヤの意図も、派遣された部隊の意図も、力でエリヤを抑え込み、縛り上げて王の前に引き出すことである。隊長の言葉遣いには、王が優位であることを宣告し、黙って従えという意味合いが含まれている。それはエリヤに対してだけでなく、主なる神に対しても、王に従えと命じているに等しい。時に、諸国の王は自分の意向通りに神が動くべきという姿勢を示す。神も信仰も、人の従属物として扱われているのだ。でもこれは、本来の神との関わりからすると、決定的に深刻なものである。だからこそ、このような厳しい処置がなされている。放置できるものではなかった。
 
第二列王記　1:13-16
　三番目の隊長も、もともとは決して主なる神を敬う人ではなかっただろう。でも彼は目の前に起こっていることから学ぶ姿勢があった。そして、主なる神は決して冒瀆して良い相手ではないことを悟った。彼は自分にできる最もふさわしい対応をしたのである。神は決して腹立ち紛れに八つ当たりしていたわけではないから、彼の態度を受け止めておられる。エリヤは王の元に行くことそのものを恐れたのではない。王ではなく神こそが支配者であることが明示されるなら、どこへでも出ていくのだ。むろん、王に対する宣告内容は変わらない。アハズヤは自らのいのちを助けるための機会を自ら逸したのだ。
 
第二列王記　1:17-18
　アハズヤは自らが手にした権勢を誇りつつ好き勝手に生きようとしたが、神はそれを押しとどめた。彼個人だけではなく、イスラエルの民全体のことを考えねばならなかったのだ。アハズヤの治世は２年だけである。アハズヤの後を継いだのは、弟のヨラムである。ユダの王もヨラムと言うが、彼の妻はアハブの娘、つまりアハズヤやヨラムの妹か姉ということになる。ヨシャパテとアハブの親しい関係がよく分かる。
 
第二列王記　2:1-5
　エリヤが最期を迎えようとしている。そのことは、周囲にもよく知られていたようである。エリシャはすでにエリヤの弟子としてよく仕え、経験も積んでいた。回りの人々も、彼が後継者になることは十分に意識していたはずである。エリヤがなぜエリシャを残していこうとしたのか、見捨てるようなことのはずはないので、ほかの用事をさせようとしたのかもしれない。でも今のエリシャにとって最重要はエリヤと共にいること。だからどこまでもついて行く。神に付き従う時の姿勢も似ていると、ふと思わせられた。様々に必要なことはあるが、一番に来るのはやはり、神と共にいること、であるから。ベタニヤ村のマリヤも思い出す。エリシャの対応に、彼の悲しみと寂しさが垣間見えるようにも思う。
 
第二列王記　2:1-5
　仲間の預言者たちがエリシャに声をかけたのは、彼のことを思ってのものだろう。まもなく師が立ち去ることになる。張り詰めた顔をしていたエリシャを慰め、励ますつもりだったかもしれない。エリシャはそんな思いを受け取る余裕もなかった様子で、ただひたすらエリヤにだけ目を注いでいる。追い詰められた様子に様子だが、でもだからこそ、今の彼にできること、つまりは、師についていくこと、最期まで見届けることに専念しているのは、大いに意義深いことだった。
 
第二列王記　2:6-10
　エリヤがどのようにエリシャを育てたのか、聖書には何も記されていない。だが、このやりとりからはエリシャがエリヤの信仰をしっかりと受け止めている様子が感じられる。同じ道を歩いて行きたいという願いとも言えるだろう。二倍、ということを、エリヤよりも優れた預言者に、というような意味で受け止める必要はない。人が違えば果たすべき役割は違う。むしろ、エリシャの覚悟表明と見るべきか。でも、それは神とエリシャ自身との間のことだから、エリヤが決められるものではない。その対応は、まさに的確なのだ。それにしても、このあたりのエリシャの様子と、15節以降の様子と格段の変化が見られるのは興味深い。師を見送って、彼は前に進み出たのだ。神がそうさせてくださったのだ。
 
第二列王記　2:11-14
　エリヤは竜巻に連れ去られた。でも、それはあきらかに神ご自身がエリヤを招かれたことの表れである。風はしばしば神の息吹でもあり、神の霊でもある。もともと同じ言葉でもある。神によって連れ去られる。残された者にとっては、それでもなお悲しく、寂しいのであるが、でも、御手の内にあることは、この別離にとって何よりも大切な慰めになることだろう。エリシャの嘆きが記されているが、神が召されたのだからこそ、前に進むことができる。
 
第二列王記　2:15-18
　仲間たちはエリヤをちゃんと葬りたいということなのだが、神が連れて行ったからには、その必要性はない。この様子は、エノクのこと（創5:24）、そしてモーセの最期（申34:6）を思い出させられる。それでも、彼らだけが特別扱いされたと考える必要はない。身体は人の手で葬られても、その人自身は神の御手の内に迎えられているのは同じである。そのことを分かっているエリシャは、もはや埋葬にはこだわりを覚えていない。御手に委ねる、ことの事例の一つである。
 
第二列王記　2:19-22
　エリヤの行動に比べると、小さな話のようにも思える。だが、民と共に生きることは預言者の基本であり、人々の必要に応えていくことを通して、人々もまた神が共におられることを知っていく。モーセも人々の細々したことに関わっていたし、イエスご自身もひっきりなしに集まってくる病人たちを癒すことに多くの時間を費やしておられた。北イスラエルは神を捨てた社会であるが、エリシャはそこの人々と共に生きる決意をしている。
 
第二列王記　2:23-25
　この出来事は、そこまでする必要があるのか、という印象を持つ人は少なくないだろう。私もそう思う。聖書は必ずしも肯定されるべき事柄だけを記しているわけではなく、望ましくないことも書き留めているのだから、エリシャの行動をすべて肯定的に見る必要性はない。呪いの力については、神は人に様々な力を与え、それを善に用いることも、悪に用いることも任せているわけだから、熊が出てきたから神の意志とは言い難い。ただ、単なる悪口では済まされない事態だったことは伺いしれる。子どもらの言動は、つまり、ベテルの町の人々全体が預言者を認めていなかったからこそ、であり、今まさに預言者として活動を始めるエリシャにとっては、そういった町の状況と格闘することが大事な課題として意識されたのだと思われる。それでこういう対処が適切かどうかはまた別としても、だ。ただし、子どもだから大人とは違った扱い、という認識は、実は聖書には存在せず、大人であろうが子どもであろうが同じ基準で扱われるというのが、神の前に立つ者たちのありよう、ではあるのだが。
その上で、事の深刻さは何かと考える時、預言者を認めようとしないベテルの町の人々の思いが、子どもたちにも伝わっていたのだということは
 
第二列王記　3:1-3
　悪さの度合いでまだましと評されるのは、何とも嘆かわしいことだ。アハブ王の後を継いだヨラムは、バアル信仰はやめたようである。イスラエルにとっては外国勢力に侵食される意味合いもあったからだろうか。ただし、エルサレムに対抗する目的で作り出された金の子牛を祭る形態は続けている。整理しておくと、バアル信仰はエジプトから解放してくださった神を捨てての行為である。金の子牛は、救い出してくださった神を捨てたつもりはなく、むしろ南ユダ王国またはダビデ王家との確執が動機だが、ただし、神ご自身が禁じ、あるいは忌避されているものを持ち出してのありようだから、全くもって論外のこと。それに気づいていないあたりが、金の子牛に執着する人々が実のところ神をないがしろにしているだけ　、という現実を示している。
 
第二列王記　3:4-8
　アハブ王とは懇意にし、アハズヤ王とは疎遠、そしてヨラム王には好意を示す。ユダ王国のヨシャパテ王は、相手の信仰的状況ではなく、政治状況を見計らって付き合い方を決めていたようだ。結局のところ、信仰は各人がそれぞれに決意するもので、神ご自身も強要はしていない。とすれば、信仰を理由につきあいを拒むのは妥当とは言えない。ごく一般的なことではあり、聖書はヨシャパテのことを叱責しているわけではない。ただ、こうやって行動を共にするたびに悲惨な目に遭うことが繰り返されていることから、ヨシャパテはやはり、誰とどういうつきあい方をすべきかを学び取る必要はあったと言える。
 
第二列王記　3:9-13
　モアブは隣国だから、道に迷うような場所ではない。策を講じるつもりで墓穴を掘ったのだろう。水の欠乏を神に由来すると考えるのは、少々迷信的である。イスラエルの王は神の存在や力を否定はしていない。神の機嫌を損ねたら大変、とは思っている。エリシャに助けを求めるためには自分たちが出向く、という姿勢もある。ただ、そうやって認めていることと、神の御心を信頼し、期待し、慕い求めることとは意味合いが異なる。ヨラムの姿勢ならば、相手は主なる神でも、金の子牛でも、あるいはバアルでも何でも良いことになる。それは神との向き合い方ではない。
 
第二列王記　3:13-20
　ヨラムは相変わらず、主によって滅ぼされるのだと言っているが、エリシャの態度は関係ないと告げているのと同じである。むしろ、ヨラムに関わるつもりはない、という姿勢であるが、これが実は人にとって最も厳しいことである。ユダの王をここで滅ぼすつもりはないので助けてあげるのだ、という言葉に、ヨラムやエドムの王は何が真実かを悟ってほしかったものであるが、残念ながら、そうは事が進まない。それでも、神はこの民のために水を与えている。
 
第二列王記　3:21-25
　王たちが求めたのは飲み水だったが、神は同時に、モアブに対する勝利も与えた。この戦いもまた、軍隊の力ではなく、神ご自身の業としての勝利になっている。モアブ側は勝ったものと思い込んで駆け込んできたのだから、臨戦態勢の連合軍に打ち負かされるのは当然である。神によって滅ぼされるのだと言っていたヨラムだが、その神が自分たちを助けてくださり、勝利まで与えてくださったことの重みを、彼はどれだけ真剣に受け止めたのだろうか。人には、神の心を知る機会はいくらでもあるのだと、そう痛感する。
 
第二列王記　3:26-27
　モアブ王は決死の覚悟で切り込もうとしたわけだが、それも果たせず、万策尽きた状態である。子どもをいけにえにするのは、モレク神への信仰の中で見られるもので、主なる神が最も忌み嫌うと告げているものでもある。ただ、それはモアブ王の行動だから、このことでイスラエル側が神から叱責されるわけではない。27節の言い方は、モアブ側の中に、イスラエルに対する激しい抵抗感が増して、その反発に圧倒されて退散した、ということだろう。レジスタンスのようなものである。
 
第二列王記　4:1-7
　第一17章のツァレファテの場面に似ているが、エリシャ自身の信仰が問い質される部類のものではなく、神の祝福と温情を強く意識させられる出来事だ。この女性の姿に注目したい。彼女はエリシャが神の人であること、期待して間違いないのだと強く確信している。それは徹底的に器を借り続けている様子にも現れている。神に祈り願うときには、遠慮は無用だ。私たちの求め通りにしてくださるかどうかは別だが、神がそのつもりなら、油はいくらでも出てくるのだ。それに7節からすれば、すでに十二分なだけの油が手に入った様子だ。求めれば与えられる、のである。
 
第一列王記　4:8-10
　この女性は何か特別な恩義を受けていたわけではないし、何かの願い事があったわけでもない。日頃の守りと支えを主なる神に感謝して、それ故にこそ、預言者のために手助けしたいと願ったのである。何もいりません、と差し控える必要はないが、すでに十分に受けたのだという感覚はより光り輝くものと言える。エリシャだけでなく、神に仕える人々は、こうやって周囲の人たちに支援されつつ、その業を全うしていた。この構図はなかなかに好ましいもの、だろう。
 
第二列王記　4:11-17
　彼女は見返りを求めて行動していたわけではない。むしろ、十分に幸いに生かされているからこそ、神の働きのために尽くしたいと思っただけである。だから、子どもが生まれたことは神からの一方的な贈り物である。こういうふうに、強いられてでもなく、義務としてでもなく、ただ相手を思う心のゆえに、自ら進んで事をなし合うような関係がこの世界に広がるとしたら、それはまさに御心に沿った光景と言えるだろう。そのためには、相手の状態を確かめるよりも、自分自身のなすべきことを自らに問う所から始めるのがよさそうだ。
 
第二列王記　4:18-28
　せっかく与えられた子が死んだ。様子からすると幼稚園児くらいだろうか。母親は、子どもの死を夫にも誰にも告げずに、エリシャの元に駆けている。神が与えてくださった子どもだから、神がその子を助けてくださるに違いないと信じたのだ。それ以外の誰にも、この事態を扱うことはできないとの思いは、幾分か突飛に思えるかもしれないが、最も望ましい姿勢であった。24節のように必死で走る光景は、神への信頼と共に、彼女が今まさに必死であること、切羽詰まっていることを、よく物語っている。きっと、私たちにもそういう切なる嘆願があるはずだ。
 
第二列王記　4:25-32
　当初、エリシャは事の次第をまだ分かってはない。母親の様子から、子どもの具合が悪いのだとは察したものの、すでに死んでいることまでは気づいていない。預言者は万能ではない。神が指し示されるまでは、何の力も発揮はできないのだ。そういう限界の中で、でも、思いつく所の中で精一杯取り組んでいこうとしているエリシャの姿は、預言者というよりも、一人の信仰者としてのあり方として、私たちにとっても手本になるものと言えるだろう。分からなくても、今の自分になしえること、なすべき事はありえる。
 
第一列王記　4:32-37
　子どもの死を知ったとき、エリシャも呆然としたことだろう。彼の行動は第一17:21に似ている。意識して師のエリヤに倣ったのか、それとも当時の人にとっては最初に思い浮かぶ所作なのかはわからない。それにしても、せっかく贈り物として与えられた子どもが奪われるというのは、28節の通りに、むしろ残酷と思えるようなものだ。エリシャとしては自分自身が揺さぶられる思いだったろう。神への祈りの言葉は何も書かれていないが、必死の訴えがなされたことは十二分に想像できる。神はその子をちゃんと戻してくださっている。この場合、神があえてこの母親あるいはエリシャに試練を与えたと考える必要はない。人は残念ながら、思いがけなくも死に至る。私たちのなすべきはむしろ、切に祈り、願いを訴えることであり、原因探求ではあるまい（医療的な意味合い等での探求が可能ならば、それは大事なことで、ここで述べていることとは別の話だが）。
 
第二列王記　4:38-41
　人の世では、物事の重要度によって対応が変わるのが一般的だ。些細なことは後回し、あるいは無視されるほうが通例で、厚遇を受けたらむしろ批判されそうである。だが、神の業というものは、そういう軽重とはあまり関係なく、目の前にある人々の必要に応えてくださるもののようだ。この奇跡がなくても深刻な事態にはならないけれど、そこに必要を覚えている人があるなら手を差し伸べる。そういう方だからこそ、私たちもまた、どんなことについても遠慮せずに神に祈り求め、期待することができる。
 
第二列王記　4:42-44
　イエスがなさった5000人のパンの奇跡を思い起こさせられる。むろん、こっちの方が先に起こったのだが。あっちは福音書記者皆に強い印象を与えたのに、こっちはあまり注目されていない。状況の違いもあるけれど、日頃から「日用の糧を」と祈ることに親しんでいる人々と、そのあたりを切り離して考えていることが多い社会の中での反応の違いか。現代、この類の奇跡に驚いているのだとしたら、それはつまり、日々の神の恵みと支えがあることを、私たちは結構忘れている、ということかもしれない。
 
第二列王記　5:1-3
　この出来事はゆっくり読んでみたい。ツァラアトは忌避されることが多かったのだが、ナアマンは病を患いながらも、王に仕え続け、徴用され続けていたのだとある。病そのものはつらいものだけれど、少なくとも周囲はそれで扱いを変えたわけではない様子だ。イスラエルのほうが忌避的な態度を示していることについては、深く問われるべきだろう。神は本来、いかなる人であっても、同様に扱っておられるのだから。それにしても、捕虜にされた娘がナアマンのみを案じているというのは、この人物の日頃の言動が誠実であったことを物語る印と言えるだろう。
 
第二列王記　5:4-7
　アラムの王としては、ごく当たり前の対応をしただけだ。王は国内の預言者を掌握している、少なくとも深い関わりを持っている、だから、王に頼めばエリシャに橋渡しをしてくれるのは当然だと考えている。でもイスラエルの王は預言者と良い関係を持っていない。だから、7節のような反応になる。「神」との関係をよくすることは統治者の基本的な資質であると考えるアラム王と（その相手はどうであるとしても）、神などとは関わりたくないと考えるイスラエルの王。イスラエルは神の民であることを思うと、何ともやるせないものである。
 
第二列王記　5:8
　エリシャとしては、この出来事を通してイスラエルの王に思い知ってもらおう、という意図はない。それは容易ではないし、脅しても、外圧でも意味はない。それよりもナアマンを顧みて、彼を通じての広がりをこそ期待している。だから、愚痴るばかりの王に、エリシャのほうから連絡を取り、こっちに任せなさいとリードしている。神など、と言いつつ、任せるしかない王の姿は、何とも愚かしいものであるが、人の現実と言うべきだろう。
 
第二列王記　5:9-14
　エリシャの対応は礼を失するものなのかどうかは、単に人々の感覚や風習の違いのはずだ。大事なことは病が治るかどうかであり、エリシャは決して治してあげないと言っているわけではないのだから。でも、こういう部分で引っかかって、本当に大切なこと、価値あることを見過ごしてしまうことがあるのは、多くの人に見られる現実だ。幸いにもナアマンの場合は、しもべたちが主人のことを思い、その幸いを切に願い、憤る彼をなだめて、良き道へと引き戻してくれた。こういう人々が回りにいるかどうかは、私たちの人生にとって決定的なほどに大きな意味を持つ。
 
第二列王記　5:9-12
　それにしても、人々の反応がナアマンのようになりやすいのだったら、本質部分ではないにしても、ナアマンが受け止めやすいように提示するという選択肢もあるはずだ。福音を語る側にいる者として、割り引いたり、薄めたりはできないけれど、受け止めやすさの部分では配慮も必要かなと、そのようにも自戒する。パウロは、聞く相手のようになるのだと言っていた。エリシャのように、あえてこういう対応をすることで良き力を備えさせようという意図の場合もあるのだけれど。
 
第二列王記　5:15-17
　エリシャが贈り物を受け取らなかったのは、他国の将軍からというのは、イスラエルの中での誤解になることを案じたからだろう。人々に攻め立てる口実を与えるわけにはいかなかった。ナアマン自身は感謝を表明したいと思っただけのことなので、そっちは何も批判される必要性はないのだから。ナアマンも、事情を理解して、単なる遠慮ではなく、異邦人への忌避でもないことが分かったので、断られたことを根に持ってはいない。物事は、どんな状況でも変わらずになされるべきものと、その時々の必要を意識して対処すべきものがある。神の御心とは冷たい法則ではなく、まさに心であるのだから、慕い求め続ける必要がある。
 
第一列王記　5:17-19
　これを偶像礼拝の許容と考えるのは間違いだ。偶像礼拝をしていると受け取られないようにというのが、ナアマンの意図なのだから。ナアマンの行為はあくまでも、王の支援にすぎない。人はそれぞれに自分の確信に基づいて礼拝をする。それを覆すのは言葉により、説得によりであって、力で妨害することは何の解決にもならない。だからナアマンは王がリモンの神にひれ伏すのを手伝うことはある。でも、自らの礼拝には決してしない。この違いをしっかり掌握していかなければ、事態は悪化するばかりである。
 
第二列王記　5:20-27
　ゲハジはエリシャによく仕えてきていた人だ。強欲と言うほどでもない。ナアマンはもっと多くを与えようとしていたのだ。でも彼は、預言者の置かれている状況を見失っている。贈り物を受け取ること自体は些細なことで、格別悪いわけではない。だが、26節のように、その判断、行為は、今の時には全く反するものだった。厳しすぎるように見えるだろうが、北イスラエルの中で預言者たちの活動がどうなるのかをも左右しかねないことを、彼はやはり知るべきだったのだ。
 
第二列王記　6:1-7
　エリシャの記事には、さほど重要とは思えないような出来事が時々出てくる。斧の頭を失ったのは本人にとって残念なことだけれど、あえて奇跡を求めるほどのことかどうかと、つい考えてしまう。だが、改めて思うと、物事の重要性に絶対的な基準などはなく、些細なことだから神に願う必要はない、などという部類のことはないのが真実だ。それに、こんなことで神の手を煩わせるなど、と遠慮する必要もない。神はどれだけ些細なことでも、たくさんのことでも、苦もなく対応されるだけの全能さをお持ちなのだから。遠慮することのほうが、わたしを信頼していないのかと神から問い質されそうでもある。
 
第二列王記　6:8-14
　斧と同じような扱いで、今度はアラムの襲撃をイスラエルの王に忠告している。神に従っているわけではない、むしろ拒んでいるような王であるが、だからと言ってもひどい目に遭ってもかまわない、などというふうには、神はお考えではないのだ。そして王もまた、エリシャの忠告には耳を傾けている。逆に言えば、これだけ助言は信頼しているのに、なぜ神に従うつもりはないのかが考えさせられる。神が偉大でも、温情にあふれていても、それでもそっぽを向くことを選択する。残念だが、大いにあり得ることなのだ。
 
第二列王記　6:11-14
　アラムの王の驚愕は当然だ。相手側に全ての情報が筒抜けだったら、戦いなどできるはずもない。それで王がエリシャを捕らえようとしたのはよくある光景だが、考えてみると、実に愚かしい行動だ。それだけ偉大な神が背後にいるのなら、襲ってみても返り討ちに遭うのが関の山と悟ってもよさそうなのだが、でも、大概人類はそこにおられる神を無視して、目の前にいる人間だけに絞って考えてしまう。神ご自身の臨在に心が向けられていくかどうかが、この世が静まるためにもとても重要な課題と言えそうだ。
 
第二列王記　6:15-19
　17節のことに気づき得るかどうかが、心を穏やかに生きていけるかどうかの分岐点になりそうだ。聖書に出てくる信仰者たちの姿にも、これと同じ観点が示されている。自分自身は弱いのだ。相手と比べてとても弱く、勝てる可能性は皆無にも見える。だが、この事態に対峙して下さっているのは神ご自身。神をしのぐような力はなく、神は私たちの味方。だとすれば何者も自分たちを圧倒できはしない。この真実に目が開かれていけば、人の世界は大きく変わり得るだろうが。
 
第二列王記　6:20-23
　アラム軍を滅ぼそうと考えた王の感覚は一般的なものだが、神の意図は一時的な勝利ではなく、暫定的でもアラムとの間に平穏が訪れることだった。さすがにアラムの王も、イスラエルに手出しをするのは得策ではないと悟ったわけである。ローマ12:20の燃える炭火が現実のものとして発揮されている様子と言えるだろう。もっとも直後の24節には、アラムが再び攻めてきたことが記されているので、万事解決というわけにはいかないのが、人の混迷の深さではある。もっともここでアラム軍を叩きつぶしたら、何倍ものの軍隊が復讐の思いを持って襲いかかってきただろうが。主の指示には、物事を奥底まで見た事柄が含まれていると信頼して良い。
 
第二列王記　6:24-31
　アラムの来襲によって、エルサレムの町を深刻な飢餓が襲っている。イスラエル王に告げられた事態はあまりにも悲惨である。衣を引き裂いたのはよく分かる。この事態を王はエリシャのせいだと言う。エリシャが指し示す神への信仰には従わないのに、悪いことが起こると神のせいにする。良いことがあっても神に感謝することはないのに、それはいつの時代にも繰り返されている人の姿だ。本当にそれが当然のことなのかどうかと、こういう記事を読み返すときに、人のなしている不合理に私たちは気づくべきだろうと思う。そしてまた、人の争いがどれほどの悲劇を生んでいるのかを。
 
第二列王記　6:32-7:2
　王の使いは、エリシャに対して上から抑え込むようにして対している。だが、これなら何のためにやってきたのか。エリシャを捕らえても、罰してみても、それで事態が好転するはずもない。助けを請いに来たのならば分かるが、まともに聞くつもりも、良き知らせを信じるつもりもない。単に嫌みを言いに来たということか。この危機的事態の中で、そんな余裕があるのかとも思う。神は打開方法を用意しておられるけれど、人の側にはそのかけらすら見出されない。
 
第二列王記　7:3-8
　ツァラアトに関する忌避的姿勢は、後の時代よりはましなようだが、社会の中で重要性が希薄に見られていたのは間違いない。でも彼らこそがアラムの敗走に気がつき、幸いを手にできたというのは皮肉なことだ。それがエルサレムの救済にも役立つのだから、まさに神は小さな者を豊かに用いられるのだ。なお、アラム敗走は徹底的に神ご自身の手によるもので、イスラエルは何ら関与していないというのも、当時のイスラエルがどれほど神から遠く離れているか、期待されていないという深刻さも考えさせられる。
 
第二列王記　7:9-15
　アラム敗走の知らせをにわかに信じなかったのは無理もない。でも、確かめてみようと決めたのは意味がある。13節のような感覚は、なかなか信じられないでいる時には有意義な発想だ。神についても、もし、信じられないのだったら何度でも試してみたら良いのだし、そして神は、どこまでも応えてくださるかたである。どうせ無理だと座して何もしないのが、最も悲しき事態である。
 
第二列王記　7:16-20
　あり得ないようなことが起こった。不可能だと見られていたことが、でも、神が関わってくださったことによって実現している。冷静な判断や分析も有用だけれど、もし神が事態の深刻さをご存じなのになお力強く約束しておられるのなら、その言葉を受け止めていくものでありたいと思う。神の真実は、人の理解をはるかに越えることは十分にあり得ることなのだから。人間の側で勝手に門を閉ざすべきではない。
 
第二列王記　8:1-6
　この王は神に対して誠実な人ではないのだが、エリシャに対する強い関心を抱き続けているようだ。エリシャが関わった相手だと知って、財産の返却を命じている。この一家に対する思いやりとか、正義のゆえではなくて、エリシャの歓心を買うため、だろう。世の中は必ずしも誠実には動かない。でも、神の人として立つつもりなら、公明正大な手法においてだけれど、この世に正義がなされ得るために影響力を発揮するのも有益と言えそうだ。それにして、ゲハジがここにいるのもまた、王の興味関心を示すものと言える。エリシャという世の光は、常に輝いていたのだ。
 
第二列王記　8:7-15
　主なる神は、全世界の主であるから、アラムの王位にも関与される。ハザエルを王に、というのは第一列王19章ですでにエリヤに告げられていたことで、その実現が語られている。神ご自身がベン・ハダテ王に手を下したのではなく、ハザエルが動いての王権交替だが。それにしてもハザエルも王も、他国の預言者にすぎないエリシャに、強い意識を抱いている。彼自身ということではなく、神の存在を無視できないことを痛感させられていたからだろう。だからこそ、他国は戸惑うのだ。そんな神に助けられていたはずのイスラエルが、神を捨て去ってしまうことを。
 
第二列王記　8:16-24
　今度は南ユダ王国の王位交替である。もっとも、ヨシャファテの存命中とあるから（第三版では明確な訳し方ではなかったが）、病気か何かで摂政を置いたということか。歴代誌にもその事情は記されていない。でも、北王国のような王朝変更ではない。19節のように、神はダビデの家系を残しておられる。ただ、ヨシャファテはまっとうな王だったが、その息子は神に対する思いを抱かなかった。妻の影響が指摘されている。結婚は良き効果を増幅させるが、悪の状況をも増幅させる。いやそれは妻の問題と言うよりも、ヨラム王自身の選択であり、決断のゆえである。せっかくの幸いを投げ捨ててしまったヨラム王と言うべきだろう。神の守りがないことが顕著に示されたのはエドムの離反で、ユダ王国は勢力を失っていく。なお、ずっと後でユダはエドム人の王を抱くことになる。
 
第二列王記　8:25-29
　善王ヨシャファテの子は悪王になったが、悪王ヨラムの子はまたしても悪王になった。善よりも悪の方が影響力が強いということか。嘆かわしいことである。アハズヤは北王国と歩調を合わせており、その背景に婚姻関係があるのだと指摘されている。むろん、結婚相手と関わりなく、ましてその一族などには影響されず、という人もいくらでもいるだろうが、残念ながらユダ王国の王たちは問題を抱えてしまった。北王国のヨラム王に肩入れしすぎて、この後、アハズヤは大変なことになる。そして、彼の母アタルヤがダビデ王家を窮地に陥れることになる。
 
第二列王記　9:1-10
　エフーを王に、という話は、すでに第一19:16でエリヤに告げられている。神の御心は明かされても、ふさわしい時期までは待ち続ける覚悟が、この預言者たちにはあったということだ。そして、北王国は再び、神の介入によって王家が変わる。何度も繰り返されているのだが、残念ながら、人々は事の深刻さを悟ろうとしない。この国が神ご自身のものであることも悟ろうとしない。「主」と呼ばれる方の存在を、人は考えずに済ませてしまおうとし続ける。それはこの人々も、他の時代の人々も同じであるのだが。
 
第二列王記　9:11-13
　武将たちがエフーを王にと歓声をあげたのは、預言者の言葉を尊重したからではあるまい。彼らにとってそれは一つのきっかけに過ぎない。ヨラムに対する不満と、それから同輩のエフーが王になれば自分たちにも恩恵があると考えたのだろう。それはつまり、王の地位に対する何らの恐れもないことの表れでもある。イスラエルの王は神が任じるもの、のはずなのだが、人の手で選ばれていく指導者たちと、何も違いはない。結局、彼らにとって全ては人の業、なのだ。
 
第二列王記　9:14-20
　エフーのいたラモテ・ギルアデはアラムとの戦場近く、ヨラムが戻っていたイズレエルとは距離がある。前線から、突然、軍隊が戻ってきたわけだから、王が戸惑うのは当然だ。勝利を確定しての凱旋か、それとも敗走か、使いを送ったのは道理である。ヨラムはまだエフーが王位を簒奪しようとしていることに気づいてはいない。エフーの断固たる決意が見てとれる行動だが、実質的には、この状況でヨラムに勝ち目はない。本能寺を思い起こさせられる。
 
第二列王記　9:21-26
　エフーの言い方は、ここだけを聞くならば、神の指示に基づいた攻撃という趣旨が明らかに示されているようにも見える。彼はこの王位奪取に関しては、神の意向を受け止めたのだろう。アハブ一家の罪を指摘する言葉は、主なる神のもとに誠実な国を建て直していくのだろうかと期待させるようなものでもある。もっとも、その後のエフーは主に聞き従う様子はないので、アハブ王家（オムリ王家と言うほうが適切だろうが）の所業が、イスラエル国民の中でもやりすぎと見られていたことを表しているのかもしれない。
 
第二列王記　9:27-29
　ユダの王アハズヤは、北王国に肩入れしすぎて、巻き添えになって死んでいる。彼自身は問題のある王だったけれど、それでも、平穏な日々を過ごすこともできたのだが、付き合うべき相手を間違えたのである。それだけでなく、彼の死は、南王国の命運に深刻な事態をもたらすことになる。自らのいのちだけでなく、国全体を危機に陥らせるものだったのだ。
 
第二列王記　9:30-37
　イゼベルの最期は、何ともむごたらしいものとなった。彼女のしてきたことからすれば、厳罰を免れ得ないのではあるが、神ご自身は直接手を下さなかったのに（モーセの時代のように火を降らすとか）、人々のすることがこのように激しいものであることは、その様子を読んでいる者にとっても心が冷え切る思いがする。エフーの行動を、神のゆえに徹底的に処罰しているのだというふうには見ない方が良いと思う。後に分かるように、彼自身も決して主なる神に立ち返ってはいない。むしろ神の名を利用しているだけ。そういう場合に人の行動が残虐になることは、現代でも見られることである。
 
第二列王記　10:1-11
　エフーは人々の心を操るのが巧妙だ。恐怖をあおり立てて、サマリヤにいた人々を操っている。彼であれば、直接、子どもたちに手をかけることも厭わなかっただろうが、9節のように、他の人々もまたアハブ王家を見捨てたのだという実績を作ることで、なおいっそう、国全体の心を自分に引き寄せている。一介の武将に過ぎなかったはずの彼が、ここまでの才覚をみせることになると、誰が予見していただろうか。しかし、血みどろになって行くほどに、エフーの道は神ご自身の与えようとしているものから、どんどん離れてしまっていることを思わせられる。
 
第二列王記　10:12-14
　ユダの王アハズヤにとって、アハブ王の子どもたちは親戚である。政変があったと聞き、彼らを保護しようとしてやってきたわけだが、時すでに遅く、であった。彼らとしては、ユダ王国の者ということで身の安全は保証されると考えたようだが、エフーはアハブ王に関係する者は容赦しないと心に決めていた様子だ。それにしても、王を殺されたばかりのユダ王国が、他国のことに気を遣っている余裕があるはずがなく（11章の事態が待っている）、何とものんきなものである。アハブ王に加担したことも含めて、ユダ王国には危機意識が欠けており、それは、神の前でのあり方を真剣に問うことをおろそかにさせてしまっている。
 
第二列王記　10:15-17
　レカブは、神との契約を厳格に守ることで有名だった一族で（エレミヤ35章）、エフーがアハブ王家を徹底的に叩いている様子に、共感を抱いて歓迎したようである。エフーとしては、自分の政略を推し進める上では、レカブ族の評価は好都合だったから（私利私欲でなく、神への熱心のゆえに行動していると見られれば、民にも歓迎されやすい）、さっそくレカブ族の代表であるヨナダブとの協調を誇示して見せた。ただ、後に見るようにエフーは決して新に神へ対する信仰心に目覚めたわけではないので、この関係はすぐに瓦解する。時に、そうやって利用される場合があるので、神の前に生きる者は蛇のように聡くもあらねばならない。
 
第二列王記　10:18-27
　エフーがバアル信仰を徹底排除しようとしたのは、アハブの治世がだめだった理由の一つが、異国の神々を持ち込んだことにあると考えていたからのようだ。その行動は激しく、根絶やしを目指している。戒律遵守に熱心だったレカブ族は、そんなエフーに共感したのだが、後に見るように、エフーは主なる神への熱心を持っていたわけではないので、両者はまもなく離反する。それに、こういうやり方自体が、主なる神の前に生きる者の姿としてはどうか。こういう手段で根絶やしを目指しても、民自身が主なる神に心を傾けない限りは、いずれはまた、である。この類の行動が記録されているからといって、力ずくでたたきつぶすことを意図するのは、聖書の読み方としても間違っている。神ご自身が、そういうことはなさっていないのだから。
 
第二列王記　10:28-33
　エフーは、異国の宗教バアル信仰は排除したが、北王国が持ち続けていた金の子牛への信仰は継続している。ヤロブアムは巧妙に、それがイスラエルの初めからの信仰形態であるというふうに宣伝していたので、主なる神への信仰をしっかり見出さないと、北の人々はここに流れ込んでしまうのが常になってしまっていた。アハブの道は国を自滅させるものだったから、神はエフーに一定の評価を与えているが、全面肯定できるようなものではなかったことを、聖書は指摘している。だから、エフーになって国が栄えはせず、むしろ衰えが生じている。北王国は、またしても回復の機会を生かせなかったのである。
 
第二列王記　10:34-36
　エフーの治世は28年。まずまずの長さである。彼の行動は決して肯定できないものだけれど、だからといって、すぐさま排除して交替させる、というふうにはなさっていない。旧約の歴史全体を見ても、神は、簡単に介入してどうこうする、というやり方はあまりなさらない。それでも直接手を下すのは、すぐさま排除しないと影響が甚大で取り返しがつかないという場合のようだ。それはつまり、神はとても忍耐強い方であるということを示すと共に、人の目から見ると、もうだめだ、としか思えない事態の中でも、なお、回復の可能性はあると見定めておられるということでもある。神の全能の力について、人はもっと信じて期待すべきでもある。
 
第二列王記　11:1-3
　南ユダ王国の命運を左右する事態が生じた。アタルヤは北王国の出身、8:26の言い方からすると、アハブ王の姪に当たるのだろう。南のアハズヤ王が北に追随したのは、彼の母アタルヤの影響が大きい。彼女にとって我が子は、南王国を北が実質的に支配する道具としての意味が強かったのか。アハズヤが死んでしまったので、それなら直接に支配を奪取しようということである。おそらくアタルヤの子はアハズヤ一人で、他に王子がいたとしても、別の母親だったのだろう。南王国は、ダビデの系譜を保持し、神殿を中心とした信仰を守っていくための意義が大きい。その血脈が絶たれるとしたら、国としての存在意義が失われる。もっとも、後には王たち自身が我が身の大切な根拠を投げ捨ててしまったのだが。
 
第二列王記　11:2-3
　エホシェバはヨアシュの叔母に当たるが、日頃からアタルヤの言動には眉をひそめていたのだろう。その暴挙にすぐ反応して、たった一人だけれど、まだ乳児だった甥を匿った。彼女の勇敢な行動が、後のために大きな助けをもたらすことになる。むろん、聖書はそこに、神ご自身の御手が働いていることを意識しているのだが。ダビデ王家の存在は、その時点での南ユダ王国存続のためにも必要だったし（アタルヤでは国は荒廃するばかり）、やがてのメシヤにつながる大事でもあった。それにしても、6年もアタルヤが動き得たということは、国全体の意識が低下していたのだと言わざるを得ない。
 
第二列王記　11:4-12
　エホヤダの名前は突如、登場している。祭司とあるから、匿われていたヨアシュを知り、国を憂えて、決起を願って、周到に準備を続けてきていたのだろう。忍耐も必要、と痛感させられる。彼は神に対して誠実だった様子で、事を単なる権力争いとか、ダビデ王家の存続ではなく、国の中に神の前に立つしっかりとした王権を回復させることが意図だったようだ。12節にある「さとしの書」は王が読むべき神の教えを示すもの（申命17:18）だろう。歴代の王がこれを持ち続けていたかは不明だが、少なくともエホヤダはそういう王位を願ったのだ。こういう人物の存在は、社会にとって大きな助けになる。
 
第二列王記　11:13-16
　「謀反」とは驚きの言葉である。自分がしていることこそ、謀反であることを意識することもなく、アタルヤはあらがっている。エホヤダのしっかりとした備えのおかげで、王宮内はすぐに奪還されている。アタルヤの行動は深刻だったが、真実が遂行されようとする際には、そのようなものに負けてはいないのだ。すぐにはうまく行かないこともある。アタルヤも6年放置された。でも、そのままで良いはずはなく、事態は動いていく。それは、混迷する世の生きる者たちにとっては、慰めであり、励ましである。
 
第二列王記　11:17-21
　エホヤダは強い決意を持って、ユダ王国の刷新に取り組んでいる。それはダビデの家系を保持することだけでなく、政治的には北王国の影響を排除し、さらに、信仰的にも民全体が主のもとに復帰するようにと導いている。幸い、ユダ王国はまだまだ民の中に主への心があった様子で、彼の改革は歓迎されている。彼の行動において注目すべきは、王だけでなく、民自身のあり方について問い掛け、自ら選択、決断するようにと導いていることだ。やはり、ここがしっかりしていないと、どのような改革も意味をなさない。
 
第二列王記　12:1-3
　7歳で即位したヨアシュは、エホヤダの養育を受けて、善政を敷いていく。ただ、気になるのは2節の言葉で、「エホヤダが彼を教えた間は」となっている。列王記では明示されていないが、第二歴代誌24:17-によると、エホヤダの死後、ヨアシュ王は異教の神々を受け入れたのだと書いている。本人が積極的にではない様子なので、民の願いには寛容であろうというのが彼の自覚かもしれないが、せっかくの国を混乱させる愚かな行動である。やはり、誰が指導者であろうが、教育係であろうが、変わらずに主の前に生きる姿勢を、自分自身のものとして手にするかどうかが、最も重要である。
 
第二列王記　12:4-8
　ヨアシュ王の指示は、ごくまっとうなものであったはずだ。律法でも、ささげものは神ご自身へと祭壇で焼かれたり、幕屋の必要のために用いると同時に、祭司たちの必要を満たす意味合いもあった。バアル信仰などによって混乱していた神殿が整え直され、祭司ら自身の暮らしも不安定になっていたのだろう。安心して職務につけるように、王は本来のあり方を戻せと命じたのだ。ただそれは、祭司自身が一切の財務を取り仕切ることだから、彼らが自覚を持たなければ瓦解する。そこが問題だったので、神殿の必要に関するささげものは祭司らから取り上げて、別途に管理するようにしたわけである。それにしても23年も放置されていたというのは、祭司らの怠慢とヨアシュ自身のうかつさ、あるいはエホヤダへの遠慮だったのか、そういう混乱があったことを露呈するものだ。それでも、こうして改革しようとしていることは意義深い。
 
第二列王記　12:9-16
　やり方を変えたので、それが適格に実施されるように、仕組みを整えたということになる。理念だけでなく、こういうふうに具体的な対処を整えていくというあたりは、エホヤダの誠実さの表れと見たい。この方式なら、祭司のところで資金の流れが不透明になることが避けられる。誠実にやっている、というだけではなく、それをちゃんと示せるようにしておくこともまた、必要な場合がある。ただし、工事に携わっていた人々については、誠実な取り組みを信頼して、あえてチェックはしていないようだ。祭司たちだけがチェックを受けるという姿勢を彼ら自身が取ったことは、注目に値する。人は自分自身についてこそ厳しくあるべきなのだ。
 
第二列王記　12:17-18
　国の危機に対して現実的な対応をしたのだと見るのか、それとも、弱腰に過ぎると見るのか。とりわけ、神に期待することが欠けているという指摘はあり得るところだ。列王記には記されていないが、ヨアシュは晩年に異教の導入を許容したということが歴代誌には書かれているので、こういう危機的な場面に遭遇した時に、それでも神にのみ寄り頼む決意ができるかどうかは、とても心許ない。世の中が平穏な時には、信仰的姿勢がほどほどでもさほどの影響はない可能性もあるが、危機に直面した時には、その姿勢はてきめんに事態を左右することになるようだ。
 
第二列王記　12:19-21
　ヨアシュは家来に謀反を起こされて死んだ。幼き時から国を整え直すために頑張ってきた人なのに、何とも悲しい最期である。47歳というのは、まだまだ、であったろうが。歴代誌によれば、アラムが攻めてきて、貢ぎ物で軍を引き上げさせたものの、ヨアシュは負傷して寝ていた時に襲われたようだ。とすれば、ふがいない王に対する反発から、ということになる。一方で歴代誌には、家来たちの行動が、ヨアシュが大祭司エホアハズの死後、その息子の忠告を聞かずに殺したことへの報復であったとも記されている。神がそういう報復を認めたのかどうかは疑問だ。でも、ヨアシュに関して言えば、彼は自ら招いた混乱の中で死に至ったのである。
 
第二列王記　13:1-7
　同じ名前が出てくるので混乱しそうだが、ここに登場したのは北王国の新しい王エホアハズである。南の大祭司とは別の人だ。彼は神に従う人ではなかった。結果、国はアラムに大敗して疲弊した。だが、それでも彼が神に助けを祈り願ったとき、神はそれに応えてくださっている。その人を肯定するわけではなく、全面的に信仰に立っていたわけでもなく、でも、もし神に願うなら、神はそこ祈りに応えてくださる。ヨナ書にあるニネベの場合もそうだったが、神のこういう取り扱いは、よくよく注目しておくべきだ。そうすれば、善行への報いとしての助け、ではないことに気づかせられるだろう。
 
第二列王記　13:8-19
　エホアハズの子ヨアシュが、北の次の王である。また同じ名前だが、南のヨアシュの息子は北のヨアシュに対して敵愾心をいだいていたようである（歴代25）。北のヨアシュについては、彼もまた悪に生きていたことが指摘されているが、一方で、預言者エリシャが死に至ろうとしていたときには駆けつけて嘆いてもいる。エリシャ個人への思いではなく。神への思いでもなく、手助けしてくれる人がいなくなってしまうことへの恐れのようだ。それなら、こうして応えてもらったからには従っていこうとすればよいものを、全くそういう様子がないのが、人の愚かしすぎる現実でもある。
 
第二列王記　13:14-19
　この出来事を、諦めないで祈り求め続けるべき、という教えとして受け止めるのも良い。ただ、王自身は行動の意味を悟らずにいたようだから、もっと単純に、神の守りがあることを王に示したいというのが、エリシャの意図であったと考えても良さそうだ。それなのに、王が全く理解せずに無気力に言われたとおりに矢を射るだけだったので激怒した。それは怒りと言うよりも、イスラエルが神に頼ること、期待することをやめてしまったことについての、激しい悲しみを示すものだろう。エリヤ、エリシャと巨人とも言える預言者がいながら、その恩恵も受けながら、でも、イスラエルは神に立ち返ることはなかったのだ。
 
第二列王記　13:20-21
　エリシャの死は、エリヤほど劇的ではない。活躍した預言者にも、人である限りは終わりの時が来る。その後を、他の人々がどのように受け継いでいくのかが問われていくのだが。21節の出来事はさほど重視すべき内容でも、扱いでもない。これを理由に、聖人の遺骨には力がある、みたいな話が広がってしまうのは聖書の意図する所ではない。むしろ、エリシャという活躍した人物によってもたらされた神の祝福の、最後の一つ、ということで良いのではないか。水を良くしたり、などと同類のもの、である。預言者による奇跡は、その人自身の力ではなく、あくまでも神ご自身の業なのだからして。ちなみに、そういった奇跡の意図は、一つには神の偉大さを知らせること、もう一つは、そこにいる人に助けを与えること、である。
 
第二列王記　13:22-25
　神に寄り頼もうとしないイスラエルは、厳しい境遇に置かれてしまっている。神の守りを投げ捨てているのだから当然ではある。もともとイスラエルはさほど強力な国ではない。だが、この箇所が語っているのは、そんなイスラエルのことを、でも神は投げ捨ててはおられなかったという点である。神のために貢献すれば祝福を、逆らったら刑罰をというふうに言われやすいが、神のなさることはもっと奥が深い。神の目はしっかりとイスラエルに注がれている。後にアッシリアによって滅びていったとき、神ご自身こそが最も悲しみ、嘆いたことだろう。
 
第二列王記　14:1-4
　ユダ王国を継承したアマツヤ王は、基本的に神を大切にする人であった。ユダ王国としては、こういう姿勢を最低限のものとして保ちたかったのだが、後にはそれも崩れている。母の出身地が記されているのは、母という存在が原因で混乱することがあったからだ。高き所は民間の礼拝場所で、もともとはそれもよく用いられていたのだが、後には偶像礼拝に流用されることになり、廃止して神殿に一本化する傾向があった。なお、アマツヤは後に信仰面での乱れが生じてしまっている。積極的背信ではないが、神への誠実さとは言いがたい。父ヨアシュとは違い、後見人がいなくなったから、ではなかったようだが。第二歴代25に詳しくは載っている。
 
第二列王記　14:5-6
　父ヨアシュ王は家来の謀反で殺されたから、である。これを規律と見るか、復讐心に走ってしまった姿と見るか、聖書自体は評価を明示していない。ただ、当事者だけに留めて、子どもたちに累を及ばせなかったことは評価されている。それは温情ということではなく、神の教えにちゃんと従うという理由からである。人の行動には善し悪しあるが、もし、神の教えに聞き従っていこうとするならば、事が深刻な害悪になることを軽減させることは可能だ。ぜひとも御言葉に聞き従う者でありたい。
 
第二列王記　14:7-14
　エドムとの対決は、当時のユダ王としては通常の行動の一つと言えるだろう。ただ、その勝利がアマツヤ王を慢心させた。北イスラエルとの対決は、神ご自身が繰り返し禁じてきたものだ。北王国の問題はあるが、神ご自身が忍耐をもって関わっておられる。南王国にはそれを倒す権利などない。神の助けがないのだから、ユダ王国が勝利を手にできるはずもない。むしろ、さんざんにやられてしまい、大損害を被っている。エドムに勝った利益は帳消しというところか。城壁まで壊されて、さんざんである。アマツヤ王の人気も転落する。歴代誌によれば、このあたりのアマツヤは異教の神に手を出しつつあったようでもある。
 
第二列王記　14:15-22
　例によって、北王国の王位と南王国の王位は、互いにその前後関係によって歴史が刻まれている。ヨアシュに痛い目に遭わされたアマツヤだが、相手よりも長く生きたようだ。この両国は、干渉せずに並立しているのが良いのだ。本来は、エルサレムの神殿を共有して、それを守るユダと民の発展を目指すイスラエルであれば良かったのだが。アマツヤの人気は凋落し、彼も父王と同じように謀反によって殺されている。ダビデの町に葬られたのはまだしもだが、二代続けて同じ命運というのは、本人としての屈辱感と、それから王位の威厳が失われていることの現れである。ユダの命運はまだまだ尽きないけれど、衰退は進んでいる。
 
第二列王記　14:23-29
　ヤロブアム二世と呼ばれることもあるこの王は、北王国の歴史で最も繁栄を築いた人である。その割に、淡々とした軽めの扱いである。列王記の意図は民が神の元に歩むかどうかにある、そのことがよくわかる例だ。むろん、事実関係は明記されているので、その実績はまさに偉大なものだ。ただしそれは、神が北王国をあわれんで、繁栄を戻してくださったのだということが明示されている。むしろこの点、つまり、神は逆らい続けている北王国を、それでもなお顧みて、愛おしんでおられることが、強く示されている。神は忍耐をもって悪を、罪を見逃してこられたと新約に出てくるが、その通りなのである。
 
第二列王記　15:1-7
　南のアザルヤ王はウジヤという名前でも呼ばれる。基本的には善王であったとここには書いてある。ただし歴代誌では、彼が後に高ぶるようになり、神の定めをないがしろにする行為に出たことが記されている。彼が病を受けたのは、そのためだったとも書いてある。伝染性と見なされていたから、隔離されたのは自然なことである。ただ、この様子からは決して、宗教的な意味合いでの汚れの類としての扱いは見えないようだ。感染を警戒することと、存在を否定するような扱いとは全く別の話である。それにしても、良き王として歩み始めたのに、その後、悪に捕らわれていく王たちが次々と出てくるのは、何とも悲しく、情けないことである。
 
第二列王記　15:8-12
　長い繁栄を誇ったヤロブアム（二世）の後継者が、ごく短期間で治世を終え、それどころから殺されて王家そのものを滅亡させられてしまうのだから、その悪行はよほどのものだったのだろう。北王国の場合、謀反は信仰的理由からではないだろうから、統治方法が愚劣に極まるものだったのだろう。それにしても、次々と入れ替わっていく統治者たち。士師記の時代を思うが、あのさばきつかさたちは寿命を全うしたのに対して、社会そのものの劣化はなおいっそうである。
 
第二列王記　15:13-16
　ゼカリヤ王に謀反を起こしてエフーの王家を滅ぼしたシャルムは、あっという間に殺されて、終わってしまっている。1ヶ月というのは、王位と言えるのかどうかも疑問なくらいだ。王を滅ぼしてはみたものの、味方してくれる人はほとんどなく、王として行動する暇もなく、すぐさま謀反人として捕らえられ処刑された、みたいなものである。メナヘムの詳しい説明は書いていないが、10年は王位を保ったこと、寿命が尽きての死であることから、ある程度の人気をすでに持っていた将軍の一人だったのかもしれない。ただし、残虐な性格だったようである。
 
第二列王記　15:17-22
　メナヘム自身はある程度の統治能力があったようだが、信仰的には何の改善もない。アッシリアとの対応も、彼なりには考えたのだろうが、結果的には、アッシリアの関心を深めてしまい、後の攻略につながったのかもしれない。この攻略を回避する方法があったのかどうかは不明だ。当時のアッシリアに対抗できる国はなく、まさに、神ご自身の助け以外には道は何もなかったと言えるだろうが。
 
第二列王記　15:23-28
　メナヘムはどうにか人々を治められたようだが、息子はそれだけの資質は持ち得なかったようで、2年で殺されている。王権というものは子どもに継承されてこそであるが（一代限りでは独裁者に過ぎない）、それがうまく進むのはとても困難と言えるようだ。ペカフヤを倒したペカにはギルアデ人が加勢したと記されている。彼個人の思いだけではなかったこと、ギルアデはヨルダン川東岸の地域だから、広い範囲での支持があったのだとも言えそうである。おかげで20年。せめて世の中が安定してくれないと、民としては路頭を迷うばかりである。
 
第二列王記　15:29-31
　切望される安定だが、アッシリアが攻め込んできたことによって、事態は瓦解する。この地域はメソポタミアとエジプトという古代の二代文明をつなぐ位置にあり、通商面での繁栄が約束されている反面、どちらかも支配をもくろみやすい場所でもある。そういう領土欲か、先の貢ぎ物で味をしめたのか、ともかくアッシリアは攻勢をかけた。16章によれば南王国の誘導もあったようだが。北王国は北部と東岸部分の支配権を失い、衰退していく。ヤロブアム二世からまだ20年ちょっとなのに、繁栄は海の藻屑である。アッシリアの政策は、住民をそのまま捕らえ移すものだったので、力を蓄えて反撃、奪還、というふうにはなりにくい。その国の衰退は決定的である。
 
第二列王記　15:32-38
　話は南王国に戻ってくる。52年の治世を維持した父ウジヤに代わり、ヨタムが王位を受け継ぐ。16年は短いが、父が68歳まで長生きしたので（当時としては）、まあまあ世間並みというところか。信仰的にもほどほどに安定した王であったと記されている。信仰改革を行わねばならないような事態には対処できないが、そこそこの社会状況ならば治めていけるというところだろう。歴代誌でも安定した王としての評価が記されている。こういう王が代々続くならば、国として、社会としても大きな力になり得るのだが。
 
第二列王記　16:1-4
　ヨアシュ、アマツヤ、ウジヤ、ヨタムと、「主の目にかなうことを行った」と記録される王が続いたが、アハズは主を顧みない王となっている。もっとも、先の王たちも途中で堕落した者もいるので、そういう蓄積の結果という見方もあるだろう。人の世においては残念ながら、良き影響よりも悪い影響の方が、強く残る。けれど、そうやって先人たちの責任を問うことよりも、要は本人の問題、アハズ自身が何を選び、どう生きたのかの問題として考えるべきではある。罪深き状態は、人のせいにはできないのだ。それにしても3節にあるのは、モレク神への礼拝行為として、旧約の中で最も忌むべきものとされている行為である。それも「まねて」とあるから、それ自体に傾倒したわけでもなく、ただおもしろおかしくやったということか。彼自身の問題と、そして彼を王にしたことの問題性がある。この時点ではすでに世襲になっていて、神からの直接の指示は見当たらない。
 
第二列王記　16:5-9
　この記録によれば、15:29に出ていたアッシリアの襲来は、ユダ王国のアハズ王が誘い込んだものということになる。そのことは北王国やアラムを衰退させたけれど、息子のヒゼキヤの時代にユダ王国自体を存亡の危機に陥らせることになった。目の前の利益に飛びつくことの愚かさを思うが、元々神は、危機に瀕した際には神にこそ頼るべきで、他国に頼るなど何度も告げていたことを思い起こす。アハズは王としての資質において深刻な欠陥を持っていたということになる。それにしても、北王国とは共存が本来であり、いや、北こそがイスラエルの本家本流なのだから、南が北を滅ぼそうとするなど、神が定めた本来の趣旨を完全に逸脱している。おごり高ぶりは自らをも壊してしまう。
 
第二列王記　16:10-20
　アハズ王は、アッシリアの礼拝装置を見て、魅力を感じたようである。宗教的意味合いからか、それともアッシリアの権勢を欲したのかは、ここだけでは分からない。いずれにしても、アッシリア的礼拝を取り入れるために神殿の造作まで変更したことになる。これまでの王たちは偶像に走ったときにも共存的な方法だったけれど、そんな遠慮は必要がないと考えたのだろうか。注目すべきは祭司ウリヤがこれに全面的に協力していることである。おそらく彼は大祭司である。金の子牛事件（出エジプト）のアロンを思い出す。最も抵抗すべき人が率先して手を貸しているのだから、どうにもならない。ちなみに、アハズが改変した神殿の造作を、ヒゼキヤが元に戻したのかどうか、列王記には言及がない。
 
第二列王記　17:1-4
　北イスラエル王国最後の王はホセアである。2節にある「彼以前の王たちのようではなかった」という説明は印象的だ。まだまし、という程度とは言え、そういう彼が最後の王になるとは。国全体の滅亡は神ご自身の定めたものだが、タイミング的には、その時々の王たちの推移による部分も大きいことは、南王国の最後でも見られることだ。ホセアは、アッシリアに従属したふりをしてエジプトに助けを求め、それが決定的な事態をもたらした。この点も南王国とよく似ている。後にエレミヤは、バビロンに服従せよと民に呼びかけたが、人々はそれに耳をかさずに滅びの道を転げ落ちてしまった。神の定めはスケジュール表とは違う。たとえ処罰が定められていても、人はそれを先延ばししていただける可能性はある。聖書にもそういう場面は少なくない。ただ、ほとんどの場合は滅亡を選び取ってしまう人類。神の嘆きは激しい。
 
第二列王記　17:5-6
　アッシリアの支配は、民を根こそぎ移住させて、もとの系譜を完全に抹消させてしまうものだ。ペルシャのように民の自主性を利用するものとは違い、バビロンでもまだましだったけれど、確かにアッシリア方式は反乱の芽は完全に摘み取られてしまう。もっともそれは、民の力を活用して国を強力にする機会を自ら放棄するものでもあるのだが。北イスラエルに属した民は、歴史から姿を消す。南王国にすでに移住していた者、あるいはこの時期に逃げた者などはいるから、十部族出身の者も残りはするけれど、イスラエルと呼ばれた民はなくなってしまった。南王国の民はユダであり、後にもユダヤ人と呼ばれるわけで、すでにイスラエルそのものではなく、そこに与えられていた神の約束をどうにか継承していたに過ぎない。血筋としての民ではないことについての神の御心は、この時点ですでに明らかになっている。
 
第二列王記　17:7-12
　イスラエル滅亡には、当時の世界情勢も深く関係している。だが、神が守り支えてくださり、民もそれについていっていたら、国としての存続は可能だった。結局、彼らの滅亡は、その最も重要な支えである神ご自身を捨て、自らを滅ぼしたことによる。ここには、カナンの地にあった神々への信仰を取り入れたことが指摘されている。もっと強く、もっと素晴らしい方であると自分たち自身が経験したはずの主を捨てて、民は主の前に敗北したはずの民の宗教を取り入れた。愚かすぎることだけれど、結局それは、どちらが有利かではなくて、民は主についていくことを拒んだのだと言わざるをえない。「神の敵」となることを選択したのである。
 
第二列王記　17:13-18
　民の愚行が詳細に書き記されている。それはユダに対する警告であり、後々の人々に対する戒めでもある。神が繰り返し、預言者らによって呼びかけ続けていたことが語られている。確かに、エリヤもエリシャも北王国の人であった。神は忍耐強く、どこまでも関わり続けられたのだ。でも民はそれを捨てた。しかも、最も愚劣とも言われている、モレク礼拝の類もしている。それは全く何も彼らに益をもたらさないのに、である。ちなみに、バアルなどへの信仰がイスラエルの繁栄につながった事例は、一度も記されていない。何の得にもならないもの、しかも悪辣なものに、でも人々は恵み深い神よりもそっちを選んでしまっているのだ。人の姿を痛感させられる。
 
第二列王記　17:19-20
　ユダも、と告げられている。この時点では、ユダの王たちはまだまだ神に従う者のほうが多いのだが、途中から崩れていく王が多くなっているのは気になる所だ。おそらくこの箇所は、後のユダを踏まえた上での記述だろう。結局彼らも、神に助けていただくことを忘れて、自分たちの画策に走り、滅亡した。その背景には、神のみへの信仰、礼拝ということが崩れていたことがある。人は神から離れると、信仰面以外のところでも崩れていくという姿を、聖書は書き記している。
 
第二列王記　17:21-23
　ここまで来てようやく、ヤロブアムの罪が取り上げられている。彼は従来の信仰形態をそのまま利用しつつ、民を主へと向かわせないことに腐心した。最大の意図は、南王国に吸収されることへの警戒心だが、元々神が分裂させた民である。それは神ご自身が認めないということに、彼は全く思い当たらず、愚かな不安からはるかに重大な罪へと走ったのだった。ヤロブアムの罪とは、金の子牛を礼拝したことだけではなく、神ではないものを選択するという点にこそある。
 
第二列王記　17:24
　この記述からすれば、北イスラエルの領土で暮らしていくことになったのは全くの異邦の民であり、イスラエルとの混在でもなかったようだ。混合政策という受け止め方もあるようだが、聖書の記述からは、その様子は見えない。後のサマリヤ人については、様々な見解があるようだけれど、聖書によれば、そこにはイスラエルの系譜は含まれていない。むろん、全くの異邦の民だとしても、彼らを排除すべき理由にはならない。アブラハムの約束は全ての民の祝福を意図するものなのだ。ただ、北イスラエル、いや、イスラエルについては、すでに終わりを迎えたというのが神の意思である。そこを引きずると話がずれていくだろう。
 
第二列王記　17:24-28
　25節をどう受け止めるか。神の民のための土地だから、偶像礼拝が横行するのを拒まれたのだと理解するとすれば、でも、結局彼らの行状は変わらなかったのだから、これが神の意思なら、その後もずっと災害が続くはずである。北イスラエルに残っていた祭司では本来のあり方を示すことはできなかっただろうし、宗教改革に取り組んだとも思えない。形だけは主をも礼拝するというのは、まさに諸国の民のありようで、決して主の求めておられる姿ではない。とすれば、これはむしろ、移住してきた民自身の思惑、受け止め方であって（迷信深く、ばちがあたるという感覚もよく見られるものだ）、もはや主の関与はなくなっていた（全地の民への関与と同じによっていた）と見るべきではないかと考える。
 
第二列王記　17:29-33
　説明を受けて、人々は主への礼拝をし始めている。ただしそれは形だけ、まさに多神教らしく、主のご機嫌も取っておこうという感覚である。でも実態は33節にあるように、ひどいものであった。31節は主が嫌悪を示された行為と同じであって、それをしながら主への祭儀を行ったとしても、何の意味もない。そこではすでに、主への礼拝そのものが崩壊している。完全な信仰の姿はありえないけれど、でも、不十分で、あるいは様々に愚かさも抱えつつだったとしても、それでも主にこそと向き合おうとすることと、こういう姿、つまりは主を何とも思わないのと同様の姿とでは、全く別物と考えるべきである。
 
第二列王記　17:34-41
　偶像礼拝に対する指摘は、旧約では最も重い。それは主を捨てるものだったからだ。だからこそ主は最初から、ここに記されているように語り続けておられた。たとえアブラハムの系譜になくても、もし彼らが主に聞き従おうとしたのであれば、そこには新たな「主の民」が形成され得ただろう。でも彼らにはその気はなく、主の助けを本気で求める様子もなく、とりあえず機嫌を損ねないように、という部類である。そこには何の意味も見いだせない。
 
第二列王記　18:1-8
　ユダ王国で最も有名なヒゼキヤ王の登場である。25歳で29年の治世、もう少し長く生きて、国を整えることができたらと思わずにはいられない。このところのユダ王国の王たちは、そこそこまともに歩み始めたのに途中で崩れるという傾向があったが、ヒゼキヤはおおよそ生涯神に忠実であり続けている。むろん人間だからしくじりはあるとしても。ダビデと同じように、という記述はその信仰姿勢が毅然としたものだったことを示す。そして、その取り組みは確かに功を奏して、国勢としても大きく回復させていることが書き記されている。
 
第二列王記　18:9-12
　しかし、ヒゼキヤは歴代の王の中で最も過酷な状況での統治を求められた人である。何と言っても、北王国がアッシリアに滅ぼされたのは彼の時代だからだ。北王国とは戦うこともあったけれど、本来はそっちが本家であり、共存してこその両国である。その国が消えてなくなったということは、アッシリアの攻勢に直面するという意味でも、そして、この地域で国として成り立つという点でも、とても難しい綱渡りを求められることになる。北の混乱と弱体化は承知していただろうが、それでも呆然としたに違いない。彼が50代で死んだのは、心労も関係があるのかもしれない。
 
第二列王記　18:13-16
　アッシリアはユダ王国を飲み込もうと迫ってきた。どのように考えても、それに対抗できるほどの力は、ユダにはない。ソロモンの時代ならまだしも、この地域の国々は小国にすぎないのだ。7節ではアッシリアへの貢ぎ物を拒否したヒゼキヤだが、ここでは現実を認めて降伏している。差し出したのは今の価格なら金だけで5億円くらい（計算間違いがなければ）。神殿からはぎとった、というあたりが、ヒゼキヤの追い詰められた状況を示している。それでも、金はなくても礼拝はできる、のではあるが。
 
第二列王記　18:17-25
　だが、アッシリアは貢ぎ物で満足はしなかった。強者と弱者の間はこんなものである。ここからが、ヒゼキヤとユダヤの民の真骨頂である。一連の様子はイザヤ書にも書き記されている。アッシリア側は言う。誰に頼ってみた所で、何の役にも立たないのだ、と。大国で、長く親交を持ってきたエジプトは意味をなさないと言う。さらに、主に頼っても意味はないと言う。理由として、それはヒゼキヤが提唱している信仰に過ぎない、と言う。このあたりは、主こそがユダの根幹であるという歴史を知らないのか、それとも知っていながら嘲っているのか。さらには、主はアッシリアの味方だと言い出しているので、ようは馬鹿にして、嘲っているのだということが分かる。でも、目の前に大軍を見せられては、事の重大さを痛感せずにはいられない。
 
第二列王記　18:26-37
　ラブ・シャケの声はとても鋭いものである。彼はヒゼキヤ王への降伏要求ではなく、民全体の意欲を瓦解させる方策を取った。戦略的には的確な手法で、ここは36節からのように民が沈黙を守り通したことを称賛したい。ラブ・シャケの意図に反して、民と王との結束は固かったということだ。ここしばらくは、謀反で殺される王も出ているか、ヒゼキヤはよほど良き治世をなし、民の信頼を勝ち取っていたということだろう。こういう関わりが生み出されなければ、強力な政治権力を持ったとしても、どうにもならないのである。
 
第二列王記　18:32
　しかし、ラブ・シャケの言葉には大いなる誤解もある。まずは主への信仰をヒゼキヤが新たに生み出したものと考えているあたりだ。それ以前のユダの様子がそう言わせているのかもしれないが、この信仰は人にとって本来のもの、という確信があるかどうかは、重要な分岐点となる。ヒゼキヤは単に復興させただけであって、決して新たな信仰を民に押し付けているわけではない。いわゆる伝道においても、この感覚を保持していないと愚かな事態を招くだろう。
 
第二列王記　18:33-37
　この点でもラブ・シャケの言葉は、通常であればとても鋭い。アッシリアに勝った国がない以上、それらの神々には何の力もないということだ。主だって例外ではない、と彼は言う。同じようにして、主に従っても意味はないとあげつらったり、脅す人は、いつでもいる。そして、信仰者たちは時に、その指摘に反論できずに意気消沈する。だが、19:17-18に出てくるように、事の解明はごく単純。その常識的な真実を見いだせなくなるのが、信仰に対する厳しい攻撃であるのだが。
 
第二列王記　19:1-7
　アッシリア軍の勧告は、人間の知恵では対抗できない部類のものだった。これまでのアッシリアの実績からすると、何も言えなくなって当然である。だからこそヒゼキヤは事の全てを神に託している。彼はこの事態を、アッシリアから神に対する冒瀆、というふうに扱っている。アッシリアとしてはユダ王国、ひいてはヒゼキヤに対する罵声のつもりだったろうが、内容からして、それは神ご自身への敵対行為であるのだと、そのように扱うことにしたヒゼキヤの姿勢は適切だ。しばしば、人の手には負えないことがある。だとすれば、神の御手に委ねるのが一番。もちろん、委ねるからには神が物事を判断し、選択し、行動される。自分たちはその後について行くのみ、であるのだが、それが最善としたヒゼキヤの行動は、最も良き道を選んだのである。
 
第二列王記　19:8-13
　神の言葉通り、アッシリア側に事情が生じて、軍は一端引いている。もっともそれはユダの安全という意味では何の意味もなく、絶体絶命の状態は続いている。それでも、神の言葉は真実なのだと信頼するのには欠かせない出来事となっている。エチオピアが実際に出てきたのかどうかは不明だが（それほどの力はない）、アッシリアとしては警戒が必要になり、だからこそラブ・シャケはヒゼキヤを言葉で脅しておこうとしている。こういう言葉は恐怖ではあるが、相手に隙ができていることを示すものでもある。
 
第二列王記　19:14-19
　ヒゼキヤの祈りは真実を見定めている。アッシリアの言い分は確かに強大で、恐怖を覚えさせるものだ。現実の力もあるのでなおさらである。でも、生けるまことの主に信頼しているヒゼキヤとしては、まさにこういう祈り、応答になるのは理想的だ。アッシリアが他国に勝ったことと、生ける神が共にいてくださるユダとの戦いには違いがあって当然。そう確信する、あるいは願望することは、とても意義あることである。この姿勢は、時代を超えて問われるべきものだと思う。そう、そうなのだ。だからこそ、たとえ回りに騒動があったとしても、と言える。
 
第二列王記　19:20-28
　イザヤを通して語られた神の言葉は、アッシリアに聞かせるというより、ユダの人々励ますためのものと理解するのが良いだろう。そこには圧倒的な主権をお持ちの神がおられることが、究極の幸いとして告げられている。確かに、主がおられるなら、そして人々が主に託し、祈り求めているのなら、どのようなものも怖がることはない。これはアッシリア軍についてだけでなく、私たちの人生、そしてこの世界の趨勢においても語るべき言葉である。全能の主、万軍の主であるからこそ、私たちは安堵を手にすることができるのだ。
 
第二列王記　19:29-31
　アッシリアの攻撃で、ユダの国土は荒廃していた。軍が去ったとしても復興には難儀が待っている。ところが神は驚くべき約束を与えている。今年は、民自身はまだ何もできないだろうが、以前の収穫の際にこぼれ落ちたものが実を実らせるし、その次の年も、まだ十分に収穫もできないだろうから、存分にこぼれ落ちて、そこから実ってくるし、その次の時になったら人々も動き出せるだろうから、そうしたら種を蒔き、刈り入れをして、普段の暮らしに戻って行けば良いと言う。それまでは神ご自身が助けてくれるということである。多くの人が逃れ、逃げ去っただろうが、その人々が戻ってくれば大丈夫、復興はなるという呼びかけは、大きな慰めだったろう。そう言えば、かつて災害に襲われた国では、領主たちが倉を開けて人々に食料と種籾を分け与え、次の年以降の再興を促したと言う。
 
第二列王記　19:32-34
　神からの言葉は最後に、アッシリアについての宣告がなされている。この軍は退くのだ、という決定的な宣告である。すでに6-7節でも告げられていたのだが、神ご自身がこの町を守っているのだから決して破れはしない、という力強い言葉が告げられている。もっとも、この言葉は取り違えてはいけない。今この時は神の守りがこの町にあるが、神ご自身がこの町を捨てたとすれば、もはやそこに助けはない。やがてユダは神を捨て、神の助けも投げ捨て、それでもなお、この町は大丈夫だと言い続けたのは、実に愚かな姿だった。神がおられるからこそ、という点を忘れてはならないのである。
 
第二列王記　19:35-37
　35節の出来事が具体的に何を指しているのかは明記されていない。この時期、アッシリア軍はいったんエルサレム包囲網を解いてリブナまで引いていたので（19:8）、籠城していたヒゼキヤたちはこの夜の出来事を直接は確認していないだろう。ただ、この書き方からすると、内乱ではなく病気の類ではないかと想像できる。急な疫病が出れば軍を被ざるを得ないのは当然である。もちろん、聖書はそこに神の手が働いていると示しているのだが。センナケリブ王は結局子どもに裏切られて死に、アッシリアは混乱に陥っている。国自体の滅亡はまだまだ先だが、遠征して領土を拡大するようなことはもはやできなくなった。次の王も都を留守にするには不安があっただろう。ユダ王国としては一安心である。
 
第二列王記　20:1-7
　18:2を元に計算すると、この時のヒゼキヤはまだ39歳だったことになる。そういう年齢だったこと、そして、アッシリアの攻勢がどうにか収束して、これから国を建て直すべき時だったことも、今はまだ死ねないという思いを強くさせたのだと考えられる。もしかすると、攻勢の最中であったのかもしれない。イザヤが宣告に来たのだから、いったんはここで終わりという予定だったことになるが、神は思い直された。神が単なる計画表に基づいて事を動かしているのではないことは、聖書のあちこちに見出される現実である。とすれば、私たちとしては切に自らの思いを祈り、願い求めるのが良い。神がどう答えられるのかは御心のままに、ということは決して忘れずに、であるが。
 
第二列王記　20:8-11
　神の約束を信じないのか、と言われそうだけれど、神はヒゼキヤを励ますことを優先させている。もっとも、そういう事情だからこそ、この影の動きは、あくまでもヒゼキヤにとってのものであって、世界全体を動かしたわけではないのだろう。影を動かすことくらい、地球の自転を左右しなくても、神にとってはさほどのことではあるまい。神の全能性を考えれば、世界中の時間が戻ったと考える必要性はない。奇跡というものを頭から否定する考え方もあるが、それは事態を難しく考えすぎるから、でもあろう。キリストご自身の降誕や復活などとは違って、大半の奇跡は該当する人々にとって意味があればそれで良いことで、世界全体がその影響を受けるというふうにする必要性はないはずだ。
 
第二列王記　20:12-19
　バビロンの使者を歓迎したのは、アッシリアに対抗できる力として期待したからだ。当時はまだ小規模の国だったけれど、ヒゼキヤはその可能性を見通していたということになる。ただこれは、他国ではなく神のみに信頼すべし、というイスラエルの大原則に反している。ヒゼキヤは事の重大さを自覚していない。決して悪に走ったわけではないし、神を捨てたわけでもない。だが、うっかりしていると、こうやって事は崩れていくこともあり得るのだと、警戒しておくべきだろう。そして、イザヤの警告はその通りになった。むろんそれはヒゼキヤの行動の結果ではなく、後の王たちの問題であり、国の人々の問題であるのだが。
 
第二列王記　20:20-21
　15年の日々がヒゼキヤには与えられたが、その間の業績については何も語られていない。王としては、何事もなく国を治めるのが一番で、平安だったことが幸いとも言えるのだが。ただ、一つ気になるのは、次の王がマナセであることだ。15年前にヒゼキヤが没していれば、マナセはまだ生まれていなかった。ヒゼキヤにほかに息子がいなかったのかどうかは不明だが、少なくともマナセが王になることはなかった。むろんヒゼキヤのそんなことはわかるはずもないのだが、当初の予定にはそれはそれで意味があったのだとも言えそうだ。神が承認されたのだからそれで良いのだけれども、でも、人の願いは時に、思いもよらぬ影響をもたらすことがあることは、肝に銘じておくべきだろうと思わせられる。
 
第二列王記　21:1-9
　マナセは、南王国最悪の王と呼ばれることもある。ヒゼキヤの息子なのに、その歩みは正反対のものとなってしまった。旧約は繰り返し、親の信仰が子に継承されていかない実例を語る。この課題は深刻である。マナセの行動は、南北合わせても激しいものだった。まるで父に張り合うかのようでもあり、12歳という即位年齢は反抗期のそれを意味するのかもしれない。権力を手にさせるのであれば、それなりの育成が必要であることをも考えさせられる。それにしても55年というダビデよりも長い治世は考えさせられる。神は必ずしもその行状と長さを比例はさせていないということになる。もっとも、列王記には記されていないが、晩年のマナセは悔い改めたと歴代誌には記されているのだが。
 
第二列王記　21:10-15
　マナセの行動は、南王国に対する神の取り扱いを決定づけてしまった。それは王だけの問題ではなく、国全体の課題であることが明らかになったからだろう。エレミヤ書に見られる様子もそのことを指し示している。とても厳しいことながら、人の世界が回復するために、あえていったん抑え込んだ方が有意義であるという認識は、旧約には時々見出すことができる。それは神ご自身にとっても、あまりにも痛い事柄だろうが、でも、放置することが自体をさらに悪化させることになるのだと、お考えの様子である。ただ、この論理を人が使うのは適切ではない。たとえ神の意図の代理人という意識だったとしても、である。ユダの滅亡に関与したバビロンに対して、神は厳しい宣告をしておられるのだから。
 
第二列王記　21:16-18
　マナセの晩年について、第二歴代誌33章には、彼が積み重ねている悪に対して神が厳しい対処をなし、そのことによって彼が悔い改めたという出来事が記されている。彼は自らの作った偶像を取り除いて、神殿を主を礼拝する場所として整え直したのだと書いてある。彼の長寿にはそういうことも関連していると目される。ただ、そのことを列王記は何も語っていない。それは個人としての回復は見られても、ユダ王国全体への影響は深刻に残り続けたために、滅亡へと進むこの国の姿を書き記そうとする上で、話を簡潔にするために省略したのかもしれない。神の前に悔い改め、赦しが与えられることと、周囲が被っている影響の問題とは、別個に考える必要がある。
 
第二列王記　21:19-26
　マナセの息子アモンは、悪い王である。77歳で没したマナセの子が22歳だから、長子ではないのかもしれない。だがアモンは、悔い改めたマナセではなく、悪に走り続けた父の姿を追いかけている。悲しいことだ。偶像礼拝だけでなく、その影響は治世全体をも混乱させたのだろう。家来の謀反によって殺されるほどに、彼の統治は周囲に歓迎されなかったということになる。家来たちは、王を止める最後の手段を行使したのだ。ただ、民衆は謀反人たちを認めていない。マナセ、アモンと続く年月の中で、偶像礼拝を軽視する風潮が広がりすぎたのだろうか。いずれにしても民衆は王家の存続のほうを選んでいる。これもまた国の堕落をもたらしやすい課題である。
 
第二列王記　22:1-2
　ヨシヤ王の改革はユダ王国の最後の希望である。8歳であるから、支える者たちもいたはずだが、以前の善王たちが支援者が亡くなると崩れる傾向があったのとは違い、ヨシヤ自身の思いによって、事は進められたようである。彼を育て、支えた人々のやり方も良かったのかもしれない。31年の治世だから、国全体にもかなり良い影響をもたらしたはずである。ただ、あまりにも幼かったので、しばらくは自分自身のものとして、であって、3節の18年目、つまり26歳から本格的な改革に進んだのだろう。もっと時間があれば先行きは変わったのかもしれないが、と残念に思われる人物である。
 
第二列王記　22:3-7
　ヨシヤの改革は、神殿の修復を志すところから動き出したようである。個人的な生活で信仰を守ってきた彼が、国全体の動向にも関与しようとするなら、確かに最も分かりやすい行動の始まりだ。神殿修復の費用はすでに民によって継続的に捧げられていたものだから、それをちゃんと使うようにという祭司らへの指示である。建設に携わる者への支払いについて彼らを信用せよ、という指示は、ヨシヤの心が素直であることの表れでもあるだろう。神のための業であることをちゃんと認識して取り組むならばごまかしなどするはずがない、という認識は、こういう感覚で王が先頭に立つならば、国全体に与える影響はとても良いものになるだろう。
 
第二列王記　22:8-13
　改革が、律法の書を土台としていることは、有意義なことである。発見された書が申命記であるという意見もあるようだが、聖書自体にはその意見に合致するような痕跡はない。特定の書の問題ではなく、ユダの国が長く律法を忘れていたことを指すのだろう。神に対して敬虔な姿勢を持っている時ですら、律法の定めには無頓着であるのはダビデの例にも見られることである。ヨシヤは実に良き導き手を与えられたことになる、なお、ヨシヤの晩年あたりから預言者エレミヤの活動は始まっている。
 
第二列王記　22:14-20
　預言の書によって覚醒されられていくのは、エズラ記にも見られる。ただ、そうやって悔い改めたからというので、ユダ王国の命運そのものも転換されるのは難しい。でも、これで良いのだとも言える。ヨシヤ王の時代には平安が約束されている。次の王も主に従えば、彼の時代は平穏でいられる。その次も、その次も、と続いていくことこそが必要であり、そういう誠実さの積み重ねが大切である。かつてはダビデのゆえにという恩恵もあったが、この世界の基本はそういう継承ではなく、自分たち自身がどう生きるのか次第である。そのつもりで神の前にも立つことが、良き歩みを形成していく。
 
第二列王記　23:1-4
　厳しい宣告を受けたヨシヤ王の姿勢は、ヒゼキヤとは異なっている。彼は自分一人の問題で終わらせないで、民全体の回心、回復を志している。もちろん、他の人を左右できるわけではない。でも、他の人についても真剣にその回復を願い、そういう心を元にして歩んでいこうとするなら、状況は大きく変わっていくだろう。その鍵はやはり律法の書自体であることが、記録されている。
 
第二列王記　23:4-14
　ヨシヤ王の取り組みが徹底していたことが、詳しく記録されている。気持ちの問題は最重要だが、人の、そして社会のあり方としては、具体的な事柄を整えていくことが大きな意味を持つ。ユダ王国は神のものである。だからこそ、そこにある偶像は排除されるべきである。それにしても、これだけのものがマナセによって、あるいは以前の人々によって作り出されていたのかと、唖然とさせられるほどのものだ。ちなみに、こういった掃除は、国内においてである。つまり神の民のところで、である。世界中の神々の像を廃棄するために遠征した、というような指示は、聖書には出てこない。
 
第二列王記　23:15-20
　北イスラエルだった地域は、ようするに、もともとイスラエルである。その領域を整え直そうと決意したのは、イスラエルの後継者の一方、しかも残っている者としては望ましいことだ。ヨシヤ王にとって、北イスラエルは対抗相手ではなく、同胞であったのだろう。しかも、すでに消滅している北王国について、である。もし、代々の南王国の王たちがこの意識を持っていたら、そして、北王国がそれに応答していたら、事態は全く別のものになっていたのだろうが。300年も前の預言者に関わる出来事についても敬意を示しているあたりも、彼が神の前をしっかりと歩んでいこうとしていることがよく示されている。
 
第二列王記　23:21-23
　この記述は衝撃的でもある。律法によれば、過越の祭りは神への礼拝と契約の中心的な存在であるはずだ。でもその祭りが全く行われていなかった、というのである。ヒゼキヤの時に行おうとした経緯は歴代誌に載っているが、定めとは違う方式をとってしまったようだ。ヨシヤ王自身も、定めの通りに毎年、ではなかったようだが。むろん、過越の祭りがなされなくても、他の手段によって神への礼拝をなし、敬虔に歩んでいくことはできる。でも、大事な土台として与えられていた祭儀をなおざりにしてしまっては、人々の信仰が崩れ、神への想いが霧散していくのは、残念なことだが必然とも言わざるをえまい。
 
第二列王記　23:24-27
　ヨシヤ王の対処は徹底していた。それは全面的に評価されている。だが、神からの宣告は厳しい。ヨシヤは自分自身の時代においては国の滅亡を防止はしたけれど、それは彼の時代についてのみ。その後のことは、その時々の王次第、ということである。イスラエル民族に対する神の余地はすでに枯渇していたということか。もっともそれは、民全体の状態がそこまで悪化していたということでもあり、ヨシヤ一人の奮戦では変えられなかったでもある。民の様子は、エレミヤ書においてかなり詳しく見ていくことができる。
 
第二列王記　23:28-30
　ヨシヤ王の、そしてユダ王国にとっての悲劇は、彼が早世したことである。まだ39歳ということになる。ただし病ではない。彼は戦いに出かけていって、戦死した。その頃、メソポタミアではアッシリアがバビロンに負けて、勢力の交替が起こっていた。エジプトはバビロンに脅威を感じて、アッシリアを存続させることで防波堤にしようと考えたのだろう、援軍を送ろうとした。ヨシヤがそれを妨害しようとしたのは、アッシリアにひどい目に遭わされてきた経験から、バビロンの方がましだと判断したためか。歴代誌には、エジプト王がヨシヤに無謀な戦いに出てくるなと警告したことが書き記されているが、ヨシヤは果敢に出陣し、そして死んだ。それによって、南王国の命運、つまり、神の前に何とか残り続ける道筋は潰えてしまった。
 
第二列王記　23:31-37
　ヨシヤ王もまた、息子の育て方に失敗した。エホアハズは神に背く道を歩んだ。ヨシヤを打ち破ったエジプト軍はユダ王国をそのままにはせずに、エホアハズは引きずり下ろして、弟のエホヤキムを王にしている。それに抵抗する力は、すでに南王国にはなかったのである。ヨシヤの繁栄も、それから信仰的回復も、一時のものに過ぎなかったということでもある。エホヤキムも悪に走り、ヨシヤの信仰を受け継ぐ者はいなかった。それにしても、エジプトから要求された金銭の額は、ソロモンの時代を思うと感慨深い。毎年666タラントの金が入ってきていた国が、1タラントの支払いに窮しているのだから。ユダ王国は完全に衰退の道を辿っている。
 
第二列王記　24:1-7
　ヨシヤ王はバビロンに好意的だったようだが、とすれば彼は国際情勢を完全に見誤っていた。信仰的にまっすぐであることと、そういった資質の有無は別の話だ。バビロンの襲撃に、一度は服従したエホヤキム王は、けれど反旗を翻した。こういう場合の処置に厳しいのは大国によくあることで、ユダ王国はあっけなく敗北し、彼自身も、そして、国の多くの支配者層が、バビロンに補囚として連れ去られることになった。ダニエルたちもその中にいた。国としてはまだ存続していたが、基本的な体力、能力を奪われ始めていたのである。終わりの時は近づいていた。
 
第二列王記　24:2-4
　ユダ王国がここまでに至った理由として、列王記は明確に、マナセの問題を指摘している。むろん彼一人だけの問題ではなく、国全体が神から離れきってしまっていたことが理由と言うべきだろう。忍耐強く待ち続けてくださった神のあわれみだったが、その関係は終わってしまおうとしていた。むろん、それでもなお、人々が神に頼り求めるならば道はあるのだと、エレミヤ書はそのことを必死に呼びかけていたのだが、残念ながら耳を貸す者はごくわずかだった。
 
第二列王記　24:8-17
　連れ去られたエホヤキムは、それでも生きている間は王として認められていたようだが、獄中死したようだ（歴代誌より）。息子のエホヤキンが王になったが、たった３ヶ月でバビロンの猛攻を受け、降伏して再びバビロンへの補囚が実行された。エゼキエルはこの時に連れて行かれた一団の中にいたようだ。前回はバビロンにとって役に立ちそうな者を連れ去ったとすれば、今回は徹底的な移住であり、国が成り立ち得る人材が失われてしまうほどのものだった。国はますます衰退する。最後の王ゼデキヤの時は、もはやまともな人材がいない、という様相だったはずだ。
 
第二列王記　24:18-20
　ゼデキヤはヨシヤ王の息子に当たる。彼が傀儡政権の王に引っ張り出されたのは、人材の枯渇が理由だろう。エレミヤ書を見ると、彼の心は揺れていたようだが、列王記はあっさりと「悪を行った」と書き記すのみである。しかも彼はバビロンに反逆した。当時の情勢を考えて、全くあり得ない道を取る。彼なりの思いがあったとしても、それはエレミヤを通して語られていた神の指示にも合わず、全く愚かなものでしかなかった。国を滅ぼしたのは彼ら自身である。
 
第二列王記　25:1-7
　バビロンの傀儡として王になったゼデキヤが反逆したのを勇気と見るのは聖書には沿わない。神はそういった安易な勇気より、民の平穏を目指すように告げておられた。それに、結局彼は民を置き去りにして逃げたのであり、だからこそ、軍隊は彼を見捨てた。ゼデキヤへの扱いは壮絶なもので、つまり、彼が最後に見た光景は子どもたちが虐殺される様子、という意味だ。バビロンの怒りが激しかったことが分かる。ユダ王国滅亡は、民が積み重ね続けてきた罪の結果である。だが、そのぎりぎりに至ってもなお、彼らは悔い改めようとはしなかった。神が全面的に乗り出して、厳しく対処すれば人類は悔い改めると考える人もいる。だが聖書は、それはあり得ないと、この民の姿を示して告げている。
 
第二列王記　25:8-21
　バビロンによる破壊は徹底していた。都が破壊され、神殿も破壊された。神殿にあったすべての財宝は持ち去られて、ソロモンによって備えられたものは消えてなくなった。民は、神を礼拝する場所も失ったのだ。民自身も連れ去られている。すべてがいなくなったわけではないが、指導的な役割を果たせる人たちがいなくなってしまったため、この地に残ったユダヤ人もいたけれど、その後70年、何もできなかったのだ。18節からには、祭司たちが惨殺されたことが記されている。結局彼らは、神に仕える者出でありながらも、民が神を投げ捨てるのを傍観し、いや、同調していた。エゼキエルのように、すでに補囚となっていた祭司もいたので、その系譜は残ったが、今この時点でのエルサレムからは、神を礼拝するために欠かせない祭司もまた失われた。民は徹底的に捨て去られたのである。
 
第二列王記　25:22-26
　残ったユダの民は、今度こそ悔い改めたのか。エレミヤ書39章以降にそのあたりの詳しい様子が記されている。総督になったゲダルヤは、エレミヤの言葉にも聞き従い、民を守るために奮闘した。だが王族のイシュマエルは彼を殺してしまい（総督になれなかった嫉妬心だろう）、バビロンの報復を恐れた民はエジプトに亡命している。その際にはエレミヤも連れ去られたと書き記されている。結局、彼らのその後は不明であり、自分の命は救ったかもしれないが、民としては消滅したのである。やがてユダは回復する。だがそれは神がしてくださったことによってであり、民自身の中には、その可能性すら見えていなかったことが、鋭く告げられている。
 
第二列王記　25:27-30
　これはエホヤキンが55才の時の出来事になる。すでに力も影響力もない抜け殻のような存在を、あえて優遇することで当時のユダヤ、あるいは他の民族との融和を意図した、その道具としての扱いであったと言うべきだろう。彼自身は安堵しただろうが、民としては実質、何の変化にもなりえていない。このことを民族としての希望として受け止められるほど、ユダの末裔たちには余裕はなかっただろうと思われる。列王記は、一切の希望を失って滅んでいったという意味合いで閉じられている。だが、人々の思いを越えて、神は確かにご自分の約束を果たしてくださる。それに向けた動きはすでにあり、ダニエルたちの存在はその手がかりでもあった。誰も気づいていなかったようではあるのだが。
 
 
 
 
※聖書本文は掲載していません。引用している場合は、指定のない場合は「聖書新改訳第三版」「聖書新改訳２０１７」を参照しています。
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